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ヤナ公園が「道の駅」として
生まれ変わります②

白鷹町振興実施計画を策定しました④
公営企業及び第三セクターの

情報公開を行います⑩
快適な冬を過ごすために⑬
雪中スペシャルのお知らせ⑭
白鷹町営スキー場の営業について⑮

〒992-0892 山形県西置賜郡白鷹町大字荒砥甲833 　☎0238(85)2111  FAX0238(85)2128
E-mail:soumu@so.town.shirataka.yamagata.jp    ホームページ : http://www.town.shirataka.yamagata.jp編集と発行／白鷹町総務課

第23回老人クラブ芸能大会　－　木乃花会（東根杉沢）の「白鷹音頭」
12月２日、中央公民館大ホールにおいて、老人クラブ芸能大会が行われました。日ごろ、生きがいと仲間づくりのために地区
ごとに活動しているおじいちゃん、おばあちゃんたちが集まり、ステージ上で得意の歌や踊りを披露しました。張りのある声
や切れのある繊細な動きに、健康と若さを感じました。若者も負けていられませんね。
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〝
情
報
の
発
信
〞
と
〝
ふ
れ
あ
い
〞
の
拠
点
に
向
け
て

�
�
公
園
�
�
道
�
駅
�
�
�
�

生
�
�
変
�
�
�
�

�
�
公
園
�
�
始
�
�
�

観
光
立
町

　

昭
和
61
年
、
本
町
観
光
の
シ
ン

ボ
ル
と
し
て
、
日
本
一
の
観
光
ヤ

ナ
場
が
設
け
ら
れ
、
観
光
の
ま
ち

づ
く
り
が
こ
こ
か
ら
始
ま
り
ま
し

た
。
そ
れ
以
来
20
年
以
上
が
経
過

し
、
県
内
に
お
い
て
も
鮎
の
白
鷹

と
し
て
定
着
し
、
毎
年
９
月
の
鮎

ま
つ
り
に
は
３
日
間
で
約
３
万
人

も
の
観
光
客
が
訪
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
平
成
17
年
度
の
年
間

入
込
客
数
は
15
万
７
０
０
０
人
で

す
。
ま
つ
り
も
30
回
を
数
え
、
６

月
に
は
最
上
川
フ
ッ
ト
パ
ス
事
業

も
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
こ
れ
を

契
機
に
、
公
園
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
と

「
道
の
駅
」
効
果
で
20
万
か
ら
30

万
人
に
拡
大
し
た
い
計
画
で
す
。

　

観
光
道
路
と
し
て
見
直
さ
れ
つ

つ
あ
る
国
道
２
８
７
号
の
交
通
量
、

大
き
な
駐
車
場
と
赤
い
鉄
塔
が
目

印
の
道
の
駅
構
想
が
生
ま
れ
ま
し

た
。
ヤ
ナ
公
園
を
道
の
駅
に
し
よ

う
と
い
う
も
の
で
す
。
県
内
で
は

16
の
道
の
駅
及
び
予
定
駅
が
あ
り
、

本
町
は
17
番
目
を
目
指
し
ま
す
。

道
�
駅
�
登
録

　

町
は
、
道
の
駅
登
録
事
業
を
道

路
管
理
者
の
国
、
県
と
の
共
同
の

事
業
で
は
な
く
、
町
の
単
独
事
業

と
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
あ

ゆ
茶
屋
と
連
携
し
、
今
年
、
物
産

交
流
施
設
（
ト
イ
レ
・
物
産
販
売

・
休
憩
案
内
所
）、駐
車
場
な
ど
基

本
施
設
が
整
備
さ
れ
、
２
月
に
は

「
道
の
駅　

白
鷹
ヤ
ナ
公
園
」
と

し
て
登
録
の
予
定
で
す
。
登
録
さ

れ
る
と
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
や
機
関
紙

「
道
の
駅
ニ
ュ
ー
ス
」
に
よ
り
、

国
や
関
係
機
関
が
町
に
代
わ
っ
て

地
域
を
ピ
ー
ア
ー
ル
し
、
県
が
道

の
駅
案
内
板
を
設
置
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

道
�
駅
�
�

　

道
の
駅
は
「
休
憩
」「
情
報
発
信
」

「
地
域
連
携
」
と
い
う
３
つ
の
機

能
を
併
せ
持
つ
、
一
般
道
路
の
休

憩
施
設
の
こ
と
で
す
。
こ
れ
ま
で

高
速
道
路
上
で
し
か
無
か
っ
た
パ

ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
の
よ
う
な
役
目

を
担
い
、
24
時
間
い
つ
で
も
使
用

可
能
な
駐
車
場
や
ト
イ
レ
な
ど
の

休
憩
施
設
、
特
産
物
の
販
売
や
地

域
の
案
内
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
す
る
地
域
振
興
施
設
を
兼
ね
備

え
た
も
の
で
す
。

国
道
�
�
�
号
�
情
報
発
信

基
地

　

本
町
に
は
、
観
光
客
向
け
の
本

格
的
な
情
報
の
発
信
拠
点
が
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
よ
う
や
く
国
道

２
８
７
号
の
表
玄
関
で
あ
る
ヤ
ナ

公
園
に
、
情
報
発
信
基
地
と
し
て

誕
生
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

地
域
情
報
の
提
供
拠
点
と
し
て
の

駅
、
地
域
と
の
ふ
れ
あ
い
の
場
と

し
て
の
駅
に
す
る
こ
と
が
必
要
で

す
。
地
域
と
の
ふ
れ
あ
い
と
は
、

地
元
の
産
品
を
そ
こ
で
入
手
で
き

る
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
こ
か
ら
、

都
市
と
農
村
の
交
流
が
生
ま
れ
ま

す
。

　

道
の
駅
の
利
用
者
に
と
っ
て
楽

し
み
な
の
は
、
そ
の
地
域
な
ら
で

は
の
歴
史
・
文
化
に
触
れ
る
こ
と

で
あ
り
、
最
も
話
題
と
な
る
の
は

そ
の
土
地
の
「
食
」「
物
産
」
の
発

見
で
す
。
中
で
も
「
物
産
」
に
対

す
る
期
待
度
は
高
く
、
道
の
駅
立

寄
り
の
主
因
の
一
つ
と
な
っ
て
い

ま
す
。
あ
り
き
た
り
の
商
品
で
は

な
く
、
地
域
な
ら
で
は
の
独
自
性

を
持
っ
た
商
品
は
、
そ
の
道
の
駅

の
代
名
詞
や
代
表
商
品
と
し
て
位

置
付
け
ら
れ
、
道
の
駅
の
知
名
度

向
上
と
地
域
の
活
性
化
に
大
き
く

貢
献
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
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本
町
を
訪
れ
る
多
く
の
か
た
が

た
に
愛
さ
れ
親
し
ま
れ
る
施
設
と

な
り
、
ま
た
、
訪
れ
て
い
た
だ
け

る
よ
う
な
物
産
交
流
施
設
の
愛
称

を
募
集
し
ま
す
。

①
愛
称
の
条
件
等

・
白
鷹
町
の
イ
メ
ー
ジ
に
ふ
さ
わ

　

し
い
愛
称
で
あ
る
こ
と
。

・
ヤ
ナ
公
園
の
イ
メ
ー
ジ
に
ふ
さ

　

わ
し
い
愛
称
で
あ
る
こ
と
。

・
町
民
を
は
じ
め
観
光
客
に
ご
利

　

用
い
た
だ
く
た
め
、
覚
え
や
す

　

く
親
し
み
や
す
い
愛
称
で
あ
る

　

こ
と
。

②
応
募
規
定

・
応
募
資
格
は
問
い
ま
せ
ん
。

・
応
募
作
品
は
自
作
で
未
発
表
の

　

も
の
に
限
り
、
応
募
は
一
人
３

　

点
ま
で
と
し
ま
す
。

・
採
用
作
品
に
関
す
る
一
切
の
権

　

利
は
町
の
も
の
と
し
ま
す
。

③
応
募
方
法

・
応
募
は
愛
称
（
作
品
）、愛
称
の

理
由
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号

を
明
記
し
、
持
参
ま
た
は
郵
便
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か

で
、
白
鷹
町
産
業
振
興
課
観
光
交

流
（
愛
称
募
集
）
係
宛
に
送
付
く

だ
さ
い
。

＊
用
紙
一
枚
に
つ
き
、
１
作
品
と

　

し
ま
す
。

④
応
募
締
め
切
り

　

平
成
19
年
１
月
５
日
（
金
）

⑤
賞

　

募
集
要
項
に
よ
り
決
定
し
、
採

用
さ
れ
た
か
た
に
賞
状
と
記
念
品

⑥
採
用
作
品
の
発
表

　

広
報
し
ら
た
か
、
白
鷹
町
ホ
ー

ム
ぺ
ー
ジ
に
よ
り
発
表
し
、
採
用

者
に
通
知
し
ま
す
。

※
募
集
要
項
な
ど
、
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◇
物
産
交
流
施
設
の
愛
称
を
募
集
し
ま
す

12月23日、物産交流施設がオープンします
～地域の魅力発信、そして交流をめざして～

　この物産交流施設は、特産物などの地域の魅力や情報を訪れたお客さまに伝える場として、ヤナ公園
に新しく整備されます。地元特産品を目で楽しんでいただき、また味わっていただき、物産を通して町
内外の皆さんが交流を広げていくことが目的です。
　平成19年４月、道の駅としてのグランドオープンを前に物産交流施設の営業を始めます。

【
施
設
概
要
】

■
営
業
時
間　

年
中
無
休　

午
前
10

時
〜
午
後
６
時
（
12
月
〜
３
月
は
午

後
５
時
ま
で
）

■
敷
地
面
積　

約
１
万
６
０
０
０
㎡

■
駐
車
場
・
イ
ベ
ン
ト
広
場

約
８
３
０
０
㎡
（
24
Ｈ
可
）
大
型
車

７
台　

普
通
車
１
２
６
台　

身
障
者

用
２
台

■
物
産
交
流
施
設
一
棟　

約
50
坪　

○
ト
イ
レ
20
坪（
24
時
間
使
用
可
能
）

・
男
性
用　

小
６
器
、
大
２
器

・
女
性
用　

６
器

・
身
障
者
用（
多
目
的
ト
イ
レ
）大
１

器
、
小
１
器
、
オ
ス
ト
メ
イ
ト
１
器

○
特
産
品
展
示
販
売
コ
ー
ナ
ー
20
坪

○
道
路
情
報
兼
案
内
・
休
憩
コ
ー
ナ

ー　

10
坪
（
24
Ｈ
可
）

○
公
衆
電
話　

１
基
（
24
Ｈ
可
）

■
ヤ
ナ
監
視
施
設
一
棟　

10
坪

＊
公
園
の
整
備
、
道
の
駅
等
案
内
板

　

の
設
置（
平
成
19
年
度
予
定
）

※
た
だ
し
、
24
時
間
使
用
の
施
設
は

平
成
19
年
４
月
の
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ

ン
以
後
と
な
り
ま
す
。

【
施
設
の
特
徴
】

　

観
光
の
ニ
ー
ズ
も
「
団
体
」
か
ら

「
個
」
の
時
代
を
迎
え
、
女
性
、
家

族
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
整
備
し
ま
し
た
。

ト
イ
レ
へ
の
動
線
上
に
販
売
所
や
案

内
所
を
配
置
。
ト
イ
レ
は
、
最
新
の

洋
式
ト
イ
レ
を
導
入
し
、
各
ト
イ
レ

に
は
ト
ッ
プ
ラ
イ
ト
（
屋
根
に
採
光

窓
）
を
設
置
。
ま
た
ベ
ビ
ー
シ
ー
ト

・
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
を
用
意
し
ま

し
た
。
多
目
的
ト
イ
レ
に
は
身
障
者

駐
車
場
か
ら
直
接
入
室
で
き
ま
す
。

●プレオープン日／ 12月23日（祝）
　午前９時～　オープンセレモニー
　午前10時～午後２時　オープン記念企画
　　☆餅つき（下山区）午前・午後それぞれ
　　☆鮎こくのプレゼント（先着200人・あゆ茶屋）
　　☆なじょ鍋・甘酒・こんにゃくなどの売店（食の文化街道推進会議）
　　☆啓翁桜（サンファームしらたか）、漬物、
　　　菓子類の地元特産品の販売（各出店者）

■応募先・道の駅の問い合わせ
　白鷹町役場　産業振興課観光交流係
　〒992-0892　白鷹町大字荒砥甲833
　☎85－6136 ／ FAX85－2128
　Ｅメール：
　sangyou@so.town.shirataka.yamagata.jp

先着プレゼント
あります！
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白
鷹
町
振
興
実
施
計
画
�
平
成
19
年
度
�
平
成
21
年
度
�

を
策
定
し
ま
し
た

　

白
鷹
町
で
は
、
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
と
な
る
白

鷹
町
振
興
実
施
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。
こ
の
計
画
は
第

４
次
白
鷹
町
総
合
計
画
（
計
画
期
間　

平
成
12
年
度
〜
平

成
22
年
度
）
の
具
現
化
を
目
指
し
て
、
向
こ
う
３
年
間
の

ま
ち
づ
く
り
に
係
わ
る
事
業
等
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、

毎
年
ロ
ー
リ
ン
グ
方
式（
※
）で
策
定
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　

計
画
の
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
町
で
策
定
し
た
計
画
案

に
つ
い
て
、
白
鷹
町
振
興
審
議
会
に
諮
問
し
、
２
回
の
審

議
会
の
審
議
を
経
て
答
申
を
い
た
だ
い
た
も
の
で
す
。

　

そ
の
概
要
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

１  

目
的
及
び
計
画
期
間

(1)
目　
　

的

　

第
４
次
白
鷹
町
総
合
計
画
の
実

現
に
向
け
て
、
今
後
３
カ
年
に
推

進
す
る
主
要
な
事
業
を
明
ら
か
に

し
、
よ
り
効
果
的
な
計
画
行
政
を

推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

(2)
計
画
期
間

　

平
成
19
年
度
か
ら
平
成
21
年
度

ま
で
の
３
カ
年
と
す
る
（
毎
年
ロ

ー
リ
ン
グ
方
式
に
よ
り
向
こ
う
３

カ
年
に
つ
い
て
見
直
す
も
の
と
す

る
）。

２  

基
本
方
針

(1)
町
政
運
営
の
基
本
方
針
と
発
展

　

方
向

　

本
町
は
、
平
成
14
年
度
に
市
町

村
合
併
に
つ
い
て
の
議
論
を
行
い
、

当
面
は
市
町
村
合
併
を
行
わ
ず
白

鷹
町
が
引
き
続
き
自
立
し
て
行
政

運
営
を
行
う
こ
と
と
し
た
。
そ
の

た
め
に
、
今
後
予
想
さ
れ
る
厳
し

い
財
政
状
況
を
踏
ま
え
「
白
鷹
町

自
立
の
ま
ち
づ
く
り
計
画
」や「
第

３
次
行
財
政
改
革
大
綱
」
を
策
定

し
行
財
政
改
革
に
取
り
組
ん
で
き

た
。
そ
の
成
果
と
し
て
、
着
実
に

財
政
状
況
は
改
善
し
て
い
る
も
の

の
、
町
財
政
に
大
き
く
影
響
す
る

国
の
「
三
位
一
体
の
改
革
」
の
動

向
が
不
透
明
で
あ
り
、
引
き
続
き

一
般
財
源
不
足
な
ど
厳
し
い
状
況

が
予
想
さ
れ
る
。

◇主な財政分析指標 （単位：％）
区　　分 平成 17 年度 平成 16 年度

実質収支比率 6.7 6.6
経常収支比率 91.8 93.5

う　
　
　

ち

人件費 25.6 26.7
物件費 6.7 6.8
扶助費 3.0 2.8
補助費等 11.2 11.0
公債費 31.7 32.3

公債費負担比率 27.0 27.4
起債制限比率 14.7 14.4
財政力指数 0.253 0.250
公債費比率 19.8 20.6

（資料：財政の概要）

い
ま
、
そ
し
て
次
代
が
求
め
る
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
て

※
ロ
ー
リ
ン
グ
方
式

　

毎
年
度
修
正
や
補
完
な
ど
を
行
う
こ
と
で
、
白
鷹
町

を
取
巻
く
社
会
・
経
済
情
勢
の
変
化
に
弾
力
的
に
対
応

し
、
計
画
と
実
現
が
大
き
く
ず
れ
る
こ
と
を
防
ぐ
こ
と
。
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一
方
、
産
業
の
振
興
や
社
会
基

盤
の
整
備
、
教
育
の
振
興
や
少
子

高
齢
社
会
に
対
応
し
た
福
祉
施
策

や
し
く
み
づ
く
り
な
ど
、
ま
ち
づ

く
り
の
課
題
解
決
の
た
め
に
引
き

続
き
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
が
、
す
べ
て
の
要
求
に

応
え
て
一
律
的
に
生
活
環
境
の
向

上
を
図
る
こ
と
は
難
し
い
状
況
に

あ
る
。

　

特
に
、
定
住
と
交
流
を
基
本
と

す
る
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
に
対
し

て
、
人
口
の
減
少
と
少
子
高
齢
社

会
の
進
展
は
、
教
育
や
福
祉
施
設

な
ど
公
共
施
設
の
あ
り
方
に
つ
い

て
大
き
く
見
直
さ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
状
況
と
な
っ
て
き
て
い
る
。

加
え
て
、
そ
れ
ら
を
結
ぶ
道
路
交

通
網
の
整
備
や
高
齢
者
の
移
動
、

児
童
・
生
徒
の
通
学
の
た
め
の
交

通
手
段
な
ど
の
確
保
を
図
る
地
域

交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
災
害
発
生

時
の
対
応
の
あ
り
方
な
ど
地
域
社

会
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の
構
築

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
「
白

鷹
ら
し
さ
」
の
観
点
か
ら
景
観
と

ま
ち
づ
く
り
に
地
域
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
与
え
、
次
世
代
に
引
き
継
ぐ

文
化
創
造
へ
の
契
機
と
す
る
こ
と

が
大
切
と
考
え
る
。

　

今
後
の
ま
ち
づ
く
り
に
お
い
て

は
、
住
民
の
相
互
扶
助
と
し
て
の

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
再
評
価
す

る
と
と
も
に
、
住
民
と
行
政
が
互

い
に
協
力
し
合
う
協
働
に
よ
る
新

た
な
枠
組
み
で
の
ま
ち
づ
く
り
を

自
律
的
に
確
立
し
、
自
然
や
環
境

・
文
化
・
産
業
な
ど
の
地
域
資
源

を
連
携
の
視
点
で
捉
え
、
広
域
交

流
圏
の
形
成
も
踏
ま
え
た
ま
ち
づ

く
り
の
方
向
が
時
代
の
要
請
と
し

て
の
発
展
軸
と
捉
え
る
。

　

こ
の
よ
う
に
厳
し
い
財
政
状
況

の
中
で
新
た
な
課
題
が
発
現
し
て

き
て
い
る
が
、
引
き
続
き
自
立
し

た
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
第
４
次
総

合
計
画
に
掲
げ
た
事
業
の
進
行
管

理
、
目
標
指
標
の
達
成
状
況
を
踏

ま
え
、
さ
ら
に
今
計
画
期
間
内
に

行
う
べ
き
事
業
の
精
査
を
行
う
と

と
も
に
事
業
の
選
択
と
集
中
を
行

い
、
次
期
計
画
に
つ
な
ぐ
「
人
・

自
然
と
も
に
き
ら
め
き
、
心
豊
か

な
美
し
い
郷
」
づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
い
く
。

◇白鷹町の人口

区　　分 平成 12 年
（人）

平成 17 年
（人）

増・減
（人）

増減率
（％）

0歳～ 14 歳 2,584 2,195 △ 389 △ 15.1
15 歳～ 64 歳 9,829 9,258 △ 571 △ 5.8
65 歳～ 4,736 4,878 147 3.1
うち 75 歳以
上の後期高齢
者

2,099 2,685 586 27.9

計 17,149 16,331 △ 818 △ 4.8
（資料：国勢調査）

３  

計
画
期
間
内
の
具
体
的

　

  

な
事
業
展
開

Ⅰ
活
力
を
生
む
魅
力
あ
る
仕
事

①
農
林
業
の
振
興

　

農
地
・
水
・
環
境
保
全
向
上
対

策
事
業
や
中
山
間
地
域
直
接
支
払

事
業
、
森
林
整
備
地
域
活
動
支
援

交
付
金
事
業
な
ど
の
導
入
に
よ
り
、

集
落
営
農
や
地
域
営
農
シ
ス
テ
ム

の
構
築
を
図
り
、
農
地
や
森
林
の

保
全
を
図
っ
て
い
く
。

　

ま
た
、
農
業
経
営
に
お
い
て
は
、

積
極
的
に
農
業
に
取
り
組
む
担
い

手
や
認
定
農
業
者
の
支
援
、
経
営

管
理
能
力
を
備
え
た
農
業
法
人
な

ど
の
多
様
な
経
営
体
の
育
成
に
努

◇計画期間内の主な具体的事業（Ⅰ活力を生む魅力ある仕事）
事　業　名 新・継 実施年度 事業の内容

①農林業の振興

農地・水・環境保全向上対策事業 新規 19～ 21 中山間地域直接支払事業の平地版
中山間地域直接支払事業 継続 19 ～ 21 中山間地の経営安定対策
産地づくり事業 継続 19 ～ 21 水田の利活用対策の推進
県営ため池等整備事業 継続 19 ～ 21 滝野仲佐和ため池　他
林道白鷹東部線開設事業 継続 19 ～ 21 貝生～十王の林道開設

②工業の振興

白鷹サテライトオフィス設置事業 継続 19 ～ 21 首都圏での企業誘致、受注拡大、特産品のＰＲ
工業用地整備分譲事業 継続 19 ～ 20 鮎貝工業用地（仮換地）の分譲

企業立地促進事業 新規 19～ 21 総合的な企業立地拡充の誘導策
情報産業拠点施設整備事業 継続 19 ～ 21 １棟整備（H20）、施設管理

中小企業技術者養成研修事業 新規 19～ 21 技術力向上のための研修等の支援
③商業の振興
商工業振興費補助事業 継続 19 ～ 21 経営相談、指導事業の支援
商業活性化促進事業 新規 19～ 20 繁盛店創出への支援等

④観光の振興
観光４シーズン化推進事業 継続 19 ～ 21 通年観光の推進
ヤナ公園整備事業 継続 19 「道の駅」の機能、周景整備等

⑤各産業間の連携強化

白鷹ブランド推進事業 継続 19 ～ 21 産物のブランド化を推進、他地区との差別化を図る
観光交流推進事業 新規 19～ 21 交流から滞在への事業の推進

チャレンジ支援事業 新規 19～ 21 地域資源を活用した新規産業の支援
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め
る
。

　

条
件
整
備
に
お
い
て
は
、
た
め

池
や
農
業
用
水
路
、
林
道
な
ど
の

整
備
を
推
進
し
て
い
く
。

②
工
業
の
振
興

　

白
鷹
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
を

設
置
し
、
企
業
誘
致
及
び
受
注
活

動
を
展
開
す
る
と
と
も
に
、
企
業

誘
致
の
受
け
皿
と
な
る
工
業
用
地

の
確
保
や
企
業
立
地
の
促
進
を
支

援
す
る
制
度
の
創
設
を
図
る
。
情

報
産
業
拠
点
施
設（
ソ
フ
ト
小
村
）

の
整
備
に
つ
い
て
は
、
事
業
の
検

証
を
行
う
と
と
も
に
、
残
り
の
1

棟
の
整
備
を
行
う
。

　

そ
の
他
、
企
業
の
技
術
力
向
上

の
た
め
の
支
援
も
行
っ
て
い
く
。

③
商
業
の
振
興

　

商
工
業
者
の
経
営
基
盤
の
強
化

や
各
種
指
導
事
業
を
行
う
た
め
に
、

そ
の
役
割
を
担
う
商
工
会
に
支
援

を
行
う
と
と
も
に
、
①
個
店
ご
と

の
商
店
支
援
、
②
商
業
者
が
つ
く

る
団
体
へ
の
支
援
、
③
商
業
者
全

般
に
対
す
る
支
援
の
区
分
け
を
行

い
な
が
ら
支
援
を
行
っ
て
い
く
。

④
観
光
の
振
興

　

観
光
・
交
流
の
推
進
を
体
系
化

し
た
白
鷹
町
観
光
交
流
推
進
計
画

に
基
づ
き
、
行
政
、
観
光
関
係
団

体
、
町
民
が
役
割
を
分
担
し
な
が

ら
観
光
の
振
興
に
取
り
組
ん
で
い

く
。

⑤
各
産
業
間
の
連
携
強
化

　

地
域
内
に
内
在
す
る
資
源
を
加

工
し
て
付
加
価
値
を
高
め
る
こ
と

や
、
地
域
資
源
の
魅
力
を
高
め
交

流
を
促
進
す
る
こ
と
は
、
新
た
な

雇
用
の
場
と
所
得
の
向
上
に
寄
与

す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、

身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
産
業
間
の
連

携
を
図
り
地
域
産
業
の
振
興
に
努

め
て
い
く
。

　
Ⅱ
人
生
を
豊
か
に
す
る
学
び

①
教
育
の
充
実

　

白
鷹
町
小
・
中
学
校
配
置
に
関

わ
る
白
鷹
町
学
校
教
育
検
討
委
員

会
の
結
論
を
踏
ま
え
適
正
な
学
校

配
置
（
中
山
小
学
校
・
鷹
山
小
学

校
の
統
合
含
む
。）に
向
け
て
、
町

民
の
理
解
を
得
る
と
と
も
に
教
育

環
境
の
整
備
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　

ま
た
、
各
小
学
校
に
お
い
て
放

課
後
の
児
童
の
健
全
育
成
の
た
め

に
、
体
験
活
動
や
文
化
活
動
な
ど

が
で
き
る
し
く
み
づ
く
り
を
構
築

し
、
実
施
す
る
。

②
生
涯
学
習
の
推
進

　

今
年
度
策
定
中
の
生
涯
学
習
振

興
計
画
に
基
づ
き
、
住
民
の
学
習

要
求
等
の
把
握
に
努
め
、
そ
の
実

現
に
向
け
て
住
民
が
主
体
的
に
企

画
か
ら
参
加
し
活
動
で
き
る
体
制

を
推
進
す
る
。

　

施
設
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
中

央
公
民
館
の
改
修
、
老
朽
化
し
て

い
る
町
民
プ
ー
ル
を
東
中
学
校
プ

ー
ル
兼
用
と
し
て
、
東
中
学
校
プ

ー
ル
付
近
に
整
備
す
る
。

③
芸
術
文
化
の
振
興

　

文
化
財
の
適
切
な
保
護
に
努
め

る
と
と
も
に
、
特
に
価
値
の
高
い

も
の
に
つ
い
て
は
国
や
県
の
文
化

財
に
指
定
さ
れ
る
よ
う
運
動
を
行

っ
て
い
く
。

　

町
民
の
芸
術
・
文
化
活
動
に
つ

い
て
は
、
町
民
の
芸
術
文
化
活
動

へ
の
参
加
気
運
の
醸
成
を
図
る
と

と
も
に
、
平
成
21
年
度
に
開
館
を

予
定
し
て
い
る
（
仮
称
）
白
鷹
町

文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
と
他
の
施
設

の
連
携
を
図
り
、
芸
術
文
化
・
地

域
文
化
の
発
信
と
交
流
を
通
じ
て

創
造
活
動
の
芽
を
育
て
て
い
く
。

◇計画期間内の主な具体的事業（Ⅱ人生を豊かにする遊び）
事　業　名 新・継 実施年度 事業の内容

①教育の充実
スクールバス導入事業 新規 19～ 21 児童生徒の安全確保のためのスクールバス

導入
放課後子どもプラン実施事業 新規 19～ 21 放課後児童対策と体験学習の推進
特色ある学校経営推進事業 継続 19 ～ 21 総合的な学習活動の支援
荒砥高校・中学校連携推進事業 継続 19 ～ 21 部活指導など高校と中学校の連携強化支援

②生涯学習の推進
生涯学習推進事業 継続 19 ～ 21 白鷹学講座等生涯学習関連事業の開催
中央公民館改修事業 新規 20～ 21 中央公民館のリニューアル
日本女子ソフトボールリーグ開
催事業

継続 19 ～ 21 女子ソフトボールリークの開催

町民プール整備事業 新規 19～ 20 東中学校プール兼用として整備
③芸術文化の振興
指定文化財保護管理事業 継続 19 ～ 21 20 年度は深山観音の屋根吹替を予定
芸術文化振興（芸術祭）事業 継続 19 ～ 21 芸術祭の開催支援
伝統芸能保存伝承事業 継続 19 ～ 21 文化伝承館での高玉芝居の上演
文化交流センター運営事業 新規 19～ 21 文化交流センター運営の仕組みづくり

Ⅲ
快
適
で
安
心
で
き
る
暮
ら
し

①
共
に
暮
ら
す
社
会
づ
く
り

　

平
成
17
年
度
に
策
定
し
た
「
第

４
次
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
及
び

第
３
期
介
護
保
険
事
業
計
画
」
に

基
づ
き
、
引
き
続
き
第
３
期
介
護

保
険
事
業
及
び
障
害
者
自
立
支
援

法
に
よ
る
障
害
者
福
祉
事
業
の
取

り
組
み
を
継
続
し
、
白
鷹
セ
ー
フ

テ
ィ
ネ
ッ
ト
（
※
１
）
の
構
築
に

努
め
る
。
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②
子
育
て
環
境
の
充
実

　

保
育
ニ
ー
ズ
に
、
よ
り
柔
軟
に

対
応
す
る
た
め
公
立
保
育
所
1
園

の
民
営
化
を
進
め
る
。
さ
ら
に
、

民
営
化
に
お
け
る
効
果
、
地
域
に

お
け
る
保
育
ニ
ー
ズ
及
び
小
学
校

学
区
と
の
関
わ
り
な
ど
を
含
め
保

育
所
の
運
営
、
配
置
な
ど
の
検
討

を
行
っ
て
い
く
。

　

子
育
て
支
援
で
は
、
子
ど
も
た

ち
が
安
全
・
安
心
し
て
活
動
で
き

る
居
場
所
づ
く
り
と
し
て
、
関
係

機
関
と
地
域
の
連
携
の
も
と
放
課

後
子
ど
も
プ
ラ
ン
を
実
施
す
る
。

保
育
面
で
は
需
要
の
多
様
化
に
対

応
し
た
保
育
の
実
施
を
行
う
と
と

も
に
、
老
朽
化
し
て
い
る
通
園
バ

ス
の
更
新
を
図
っ
て
い
く
。

③
す
こ
や
か
生
活
の
充
実

　

白
鷹
町
に
住
む
全
て
の
人
が
、

健
康
で
豊
か
な
暮
ら
し
を
実
現
す

る
た
め
に
策
定
さ
れ
た
健
康
増
進

計
画
「
元
気
ニ
コ
ニ
コ
し
ら
た
か

21
」
を
推
進
し
、
生
活
習
慣
病
予

防
の
健
康
教
室
な
ど
の
健
康
づ
く

り
事
業
や
、
乳
幼
児
検
診
を
は
じ

め
と
す
る
各
種
検
診
事
業
、
町
立

病
院
と
連
携
し
た
人
間
ド
ッ
ク
検

診
に
継
続
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

　

医
療
面
で
は
、
平
成
18
年
4
月

に
設
置
し
た
「
白
鷹
町
医
師
確
保

対
策
本
部
」
を
中
心
に
医
師
の
確

保
取
り
組
む
。

④
美
し
く
安
全
な
ま
ち
づ
く
り

　

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
取
組
み
や
ゴ

ミ
の
減
量
化
、
リ
サ
イ
ク
ル
の
促

進
な
ど
、
美
し
い
郷
づ
く
り
推
進

会
議
を
中
心
に
町
民
と
事
業
者
、

行
政
が
連
携
・
協
力
し
て
身
近
な

と
こ
ろ
か
ら
生
活
環
境
の
向
上
に

取
り
組
む
。
さ
ら
に
、
景
観
と
し

て
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る

た
め
、
町
民
が
協
働
で
取
り
組
む

道
路
周
辺
の
除
草
や
花
の
植
栽
活

動
に
つ
い
て
引
き
続
き
支
援
す
る
。

　

安
全
面
で
は
、
計
画
的
な
消
防

施
設
や
交
通
安
全
施
設
の
整
備
な

ど
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

⑤
快
適
な
生
活
環
境
の
充
実

　

計
画
的
な
道
路
整
備
を
推
進
す

る
と
と
も
に
、
特
に
今
後
の
ま
ち

づ
く
り
に
重
要
な
荒
砥
・
鮎
貝
両

市
街
地
を
結
ぶ
荒
砥
橋
の
架
替
え

整
備
に
つ
い
て
は
、
町
民
と
一
体

◇計画期間内の主な具体的事業（Ⅲ快適で安心できる暮らし）
事　業　名 新・継 実施年度 事業の内容

①共に暮らす社会づくり
介護保険　地域支援事業 継続 19 ～ 21 介護予防事業を推進する
地域包括支援センター運営事業 継続 19 ～ 21 包括的・継続的な地域福祉を進める
障害者福祉計画推進事業 継続 19 ～ 21 障害福祉サービスの基盤整備を行う
地域生活支援事業 継続 19 ～ 21 障害者の日常生活を支援する

②子育て環境の充実
保育所民営化推進事業 新規 19～ 21 保育園１園の民営化の実施
放課後子どもプラン実施事業 新規 19～ 21 学童保育未実施校区の放課後活動
次世代育成支援対策事業及び保
育需要多様化対策事業

継続 19 ～ 21 多様なニーズに応じた保育と子育て
しやすい環境づくりを進める

保育園バス更新事業 新規 19～ 20 鮎貝・蚕桑の通園バスの更新
子育て支援公営住宅整備事業 新規 19～ 21 鮎貝土地区画整理事業地内に整備

③すこやか生活の充実
各種検診事業 継続 19 ～ 21 疾病の早期発見等予防医療の推進
人間ドック検診事業 継続 19 ～ 21 疾病の早期発見等予防医療の推進
健康づくり推進事業 継続 19 ～ 21 生活習慣病予防教室等の開催
医師確保対策事業 新規 19～ 21 医師の確保による充足率の維持

④美しく安全なまちづくり
花いっぱい運動推進事業 継続 19 ～ 21 地域・団体への花苗等提供
公共下水道事業 継続 19 ～ 21 東高玉地区、荒砥・鮎貝（道路関連）
浄化槽設置整備事業 継続 19 ～ 21 各年計画的に設置
消防ポンプ整備事業 継続 19 ～ 21 自動車１台、小型６台更新

⑤快適な生活環境の充実
新荒砥橋架橋推進事業 新規 19～ 21 整備促進に向けた調査事業等
町道整備事業 継続 19 ～ 21 生活道路等の整備
交通ネットワーク整備事業 新規 19～ 21 デマンド、福祉有償、スクールバス

等交通ネットワークの検討
まちづくり交付金事業 継続 19 ～ 21 交流センター、新駅舎、子育て住宅

等の整備

と
な
っ
て
強
力
に
要
望
活
動
を
行

っ
て
い
く
。

　

人
口
減
少
と
少
子
高
齢
社
会
の

進
展
に
よ
り
、
公
共
交
通
機
関
の

利
用
の
あ
り
方
が
課
題
と
な
っ
て

お
り
、
平
成
20
年
度
ま
で
に
町
内

の
交
通
シ
ス
テ
ム
の
あ
り
方
に
つ

い
て
検
討
し
、
順
次
導
入
を
図
る
。

　

住
宅
環
境
の
整
備
に
つ
い
て
は
、

鮎
貝
土
地
区
画
整
理
事
業
の
推
進

に
よ
り
、
優
良
な
住
宅
地
を
提
供

す
る
と
と
も
に
、
若
者
定
住
・
子

育
て
支
援
住
宅
を
公
営
住
宅
と
し

て
整
備
す
る
。

�
��

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
空
中

�
�
�
�
�
綱
渡
�
�
�
�
下
�

張
�
�
�
網
�
由
来
�
��
安
全
網
�

�
安
全
�
�
�
�
�
�
�
�
�
安

全
装
置
�
�
訳
�
�
�
�
�
�
場

合
�
町
民
生
活
�
中
�
�
福
祉
�

防
犯
�
防
災
�
�
�
点
�
予
測
�

�
�
�
�
�
�
�
�
発
生
�
�
場

合
�
住
民
生
活
�
守
�
自
立
�
支

�
�
�
�
�
�
�
�
�
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Ⅳ
特
色
あ
る
交
流
を
促
す
遊
び

①
白
鷹
ら
し
い
遊
び
を
つ
く
る

　

地
域
が
持
っ
て
い
る
自
然
景
観

や
古
典
桜
、
高
玉
芝
居
な
ど
の
地

域
資
源
を
活
か
し
、
さ
ま
ざ
ま
な

交
流
事
業
を
行
っ
て
き
た
。
今
後

も
町
民
が
主
体
と
な
っ
て
実
施
す

る
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
開
催
を
支
援

し
て
い
く
。

②
交
流
促
進
と
人
づ
く
り

　

今
ま
で
築
い
て
き
た
姉
妹
都
市

や
友
好
都
市
と
の
交
流
を
継
続
し

て
行
っ
て
い
く
ほ
か
、
農
や
食
文

化
を
は
じ
め
古
典
桜
、
伝
統
工
芸

な
ど
の
地
域
資
源
を
活
用
し
、
地

域
住
民
が
主
体
と
な
っ
た
交
流
事

業
に
つ
い
て
も
支
援
を
行
っ
て
い

く
。

③
特
色
あ
る
地
域
づ
く
り

　

安
全
で
住
み
や
す
い
地
域
づ
く

り
の
た
め
に
、
平
成
18
年
度
か
ら

実
施
し
て
い
る
、
住
民
が
主
体
的

に
取
り
組
む
地
域
づ
く
り
計
画
の

策
定
を
引
き
続
き
支
援
し
て
い
く

と
と
も
に
、
住
民
の
自
発
的
地
域

づ
く
り
活
動
も
引
き
続
き
支
援
し

て
い
く
。

　
Ⅴ
計
画
の
実
現
に
向
け
て

①
効
率
行
政
の
推
進

　

効
率
的
な
行
政
運
営
を
行
う
た

め
に
、
白
鷹
町
行
財
政
改
革
大
綱

に
基
づ
き
改
革
を
推
進
し
て
い
く
。

　

特
に
、
第
４
次
総
合
計
画
に
掲

げ
て
い
る
事
業
に
つ
い
て
、
そ
の

評
価
を
行
い
課
題
の
整
理
を
行
う

と
と
も
に
、
事
業
の
見
直
し
を
行

う
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
（
※
２
）

の
確
立
を
目
指
し
て
い
く
。

②
町
民
の
理
解
と
積
極
的
な
参
画

　

〜
町
民
と
の
協
働
の
ま
ち
づ
く

　

り
〜

　

平
成
16
年
４
月
に
制
定
し
た

「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
条
例
」
に

基
づ
き
、
さ
ら
に
町
民
と
行
政
が

と
も
に
協
働
し
て
進
め
る
ま
ち
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　

そ
の
た
め
、
今
ま
で
取
り
組
ん

で
き
た
「
広
報
し
ら
た
か
」
や
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
活
用
、
移
動
町
長
室
や
協
働

の
ま
ち
づ
く
り
出
前
講
座
の
実
施

◇計画期間内の主な具体的事業（Ⅳ特色ある交流を促す遊び）
事　業　名 新・継 実施年度 事業の内容

①白鷹らしい遊びをつくる
イベント支援事業 継続 19 ～ 21 サントラ、伝統工芸村

まつり、映画音楽塾等
文化的景観形成事業 新規 19～ 21 広域連携の視点からの

景観を活用してのまち
づくり事業

②交流促進と人づくり
交流推進事業 継続 19 ～ 21 各種交流事業の支援
ふるさと交流大使まち
づくり事業

継続 19 ～ 21 まちづくりのための情
報交換会の開催

③特色ある地域づくり
安心して住みやすい地
域創造事業

継続 19 ～ 20 住民主体の地域づくり
計画策定の支援

協働のまちづくり推進
事業

継続 19 ～ 21 住民主体の地域づくり
活動への支援

に
よ
る
行
政
情
報
の
提
供
と
審
議

会
委
員
な
ど
の
公
募
や
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
の
活
用
な
ど
に
よ
り
、

行
政
情
報
の
積
極
的
な
公
開
と
町

民
の
町
政
へ
の
参
画
の
機
会
づ
く

り
に
努
め
て
い
く
。

③
持
続
的
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指

　

し
て

　

本
町
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
行
政
課

題
を
抱
え
て
い
る
が
、
引
き
続
き

自
立
し
た
ま
ち
づ
く
り
、
地
域
づ

く
り
に
当
た
っ
て
い
く
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
町
民
に
ま
ち

づ
く
り
の
基
本
的
な
方
針
を
示
し
、

町
民
の
参
加
を
促
し
、
総
合
的
・

計
画
的
な
町
政
運
営
を
推
進
し
て

い
く
。

　

ま
ち
づ
く
り
の
基
本
的
な
指
針

と
な
る
第
４
次
白
鷹
町
総
合
計
画

も
、
計
画
期
間
の
終
了
を
迎
え
よ

う
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
計
画

の
進
捗
度
や
個
別
指
標
・
成
果
指

標
の
把
握
に
努
め
る
と
と
も
に
、

次
期
総
合
計
画
策
定
の
準
備
を
進

め
て
い
く
。

�
��

�
�
�
�
�
�
�
�

�
効
率
的
�
管
理
�
行
�
�
�
�

仕
組
�
1
�
�
�
計
画
�p

la
n

��

実
行
�d

o

�
�
評
価
�c

h
e
c
k

�
�
見
直

�
�a

c
t
i
o
n

�
�
�
�
�
�
�
順

�
実
施
�
�
最
後
�
改
善
�
次
�

計
画
�
結
�
付
�
�
�
�
�
状
�

業
務
�
向
上
�
継
続
的
�
業
務
改

善
活
動
�
�
�
推
進
�
�
手
法
�

　

白
鷹
町
の
振
興
実
施
計
画
の
策

定
に
つ
き
ま
し
て
は
、
町
民
の
皆

さ
ま
か
ら
い
た
だ
き
ま
し
た
ご
意

見
も
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
ご
意
見
を
お
寄
せ
い
た
だ

き
ま
し
た
か
た
が
た
に
お
礼
を
申

し
あ
げ
ま
す
。

　

今
回
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
内
容
に
つ
い
て
は
、
白
鷹
町

振
興
実
施
計
画
（
平
成
19
年
度
〜

平
成
21
年
度
）
の
概
要
で
す
。
白

鷹
町
振
興
実
施
計
画
に
つ
い
て
は
、

役
場
政
策
改
革
課
、
中
央
公
民
館

及
び
各
地
区
公
民
館
で
閲
覧
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
ご
覧
く

だ
さ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
白
鷹
町
振
興
実
施
計
画
書
に
対

す
る
お
問
い
合
わ
せ　

政
策
改
革
課
政
策
企
画
係
（
☎
85

－

６
１
２
３
）



　　 広報しらたか　2006.12.12●9

�

固
定
資
産
税
�
�
白
鷹
町
�
�

�
土
地
�
家
屋
�
償
却
資
産
�
毎

年
�
月
�
日
�
基
準
日
�
現
在
�

評
価
�
�
基
準
日
時
点
�
所
有
者

�
課
税
�
�
�
�
�
�
�
現
在
�

町
民
税
務
課
�
�
�
平
成
19
年
度

�
課
税
�
向
�
�
作
業
�
土
地
�

現
況
調
査
�
評
価
�
新
増
築
家
屋

�
調
査
�
評
価
�
償
却
資
産
申
告

�
受
付
�
�
行
�
�
�
�
�
�

�

平
成
18
年
�
月
�
日
�
�
平
成

19
年
�
月
�
日
�
�
�
期
間
�
�

次
�
該
当
�
�
固
定
資
産
�
所
有

�
�
�
�
�
�
�
手
数
�
�
�
連

絡
願
�
�
�
�
公
平
�
課
税
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
協

力
�
�
�
�
�
願
�
�
�
�
�

　

土　

地

●
土
地
の
現
況
（
利
用
状
況
）
が

変
わ
っ
た
と
き

＊
住
宅
を
取
り
壊
し
て
、
駐
車
場

　

や
資
材
置
き
場
、
空
き
地
に
し

　

た
＊
山
林
や
原
野
を
造
成
し
て
、
宅

　

地
や
駐
車
場
、
資
材
置
き
場
に

　

し
た

　

家　

屋

●
家
屋（
建
物
）に
異
動
が
あ
っ
た

と
き

＊
建
物
を
新
増
改
築
し
た
り
、
取

り
壊
し
た

（
８
月
に
全
戸
回
覧
で
行
っ
た

「
平
成
18
年
分
、
新
築
、
増
築
、

改
築
、
取
り
壊
し
家
屋
調
査
」
の

際
に
ご
報
告
い
た
だ
い
た
か
た
は
、

今
回
連
絡
は
不
要
で
す
。）

  

償
却
資
産

●
償
却
資
産
は
、
事
業
用
資
産
の

所
有
者
に
申
告
の
義
務
が
あ
り
ま

す
。
12
月
に
申
告
書
を
送
付
し
ま

す
の
で
、
そ
れ
に
よ
り
１
月
31
日

ま
で
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。
償

却
資
産
を
平
成
18
年
中
に
新
た
に

取
得
さ
れ
た
か
た
、
ま
た
は
今
ま

で
に
申
告
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
か

た
で
、
申
告
書
が
届
か
な
い
場
合

は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
申
告
書

な
ど
を
送
付
し
ま
す
。

■
連
絡
先
・
問
い
合
わ
せ　

町
民

税
務
課
町
税
係
（
☎
85

－

６
１
３

３
）

町
民
税
務
課
よ
り
お
し
ら
せ

固
定
資
産
税
�
課
税
�
�
�
�

－

土
地
・
建
物
等
の
評
価
・
課
税

－

人　口 単位 ： 人

平成 12 年 平成 17 年

男 女 計 世帯数 男 女 計 世帯数

8,358 8,791 17,149 4,538 7,969 8,362 16,331 4,499 

産業別就業人口
年度

区分
平成 12 年 平成 17 年

総数 （人） 構成比 （％） 総数 （人） 構成比 （％）

　総　数 8,790 100.0 8,238 100.0 

第１次産業 1,203 13.7 1,082 13.1 

　農　業 1,172 13.3 1,057 12.8 

　林　業 31 0.4 24 0.3 

　漁　業 0 0.0 1 0.0 

第２次産業 3,988 45.4 3,364 40.8 

　鉱　業 6 0.1 0 0.0 

　建設業 1,255 14.3 975 11.8 

　製造業 2,727 31.0 2,389 29.0 

第３次産業 3,598 40.9 3,786 46.0 

　卸売業･小売業 1,207 13.7 1,017 12.3 

　金融･保険業 107 1.2 96 1.2 

　不動産業 7 0.1 17 0.2 

　運輸通信業 274 3.1 242 2.9 

　電気 ・ ガス･水道業 18 0.2 13 0.2 

　サービス業 1,771 20.1 2,176 26.5 

　公務 214 2.4 225 2.7 

分類不能の産業 1 0.0 6 0.1 

平成17年国勢調査の第２次基本集計結果が公表になりました

■平成18年１月号でお知らせしました人口の確定数を掲載します。

■白鷹町の15歳以上の就業人口は8,238人で、平成12年より552人減りました。
　産業別は下記のとおりです。

■問い合わせ　役場総務課情報企画係（☎85－6121）
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１　事業の概要

16 年度 17 年度 比較

給水人口 16,345 人 16,234 人 △ 111 人

年間総給水量 1,721,106 m3 1,684,279 m3 △ 36,827 m3

1 日当り平均給水量 4,715 m3 4,614 m3 △ 101 m3

２　財務状況

◇貸借対照表 （単位 ： 千円）

項　目 15 年度 16 年度 17 年度

総資産 3,608,429 3,625,483 3,607,885

負債 18,273 25,922 21,496

資本 3,590,156 3,599,561 3,586,389

累積欠損金 （＊ 1） 0 0 0

◇損益計算書 （単位 ： 千円）

項　目 15 年度 16 年度 17 年度

総収入 （＊ 2） 361,245 353,146 343,962

経常損益 50,680 38,703 50,541

当期損益 49,840 37,079 50,118

減価償却前当期損益 152,038 145,876 162,951

３　一般会計等の関与 （単位 ： 千円）

内　訳 15 年度 16 年度 17 年度 備　考

出資金 （＊ 3） 40,876 9,344 610 老朽管更新事業等

補助金 （＊ 4） 1,934 1,845 1,998
高料金対策、 簡易
水道改良利子等

負担金 （＊ 5） 8,121 8,367 13,505
消火栓設置費、 公
衆水呑み栓等

繰出し金 （＊ 6） 0 0 0

うち基準内繰出 0 0 0

うち基準外繰出 0 0 0

合　計 50,931 19,556 16,113

４　企業債等の残高 （単位：千円）

区　分 15 年度 16 年度 17 年度

企業債 （うち公的資金）
1,979,725

（1,979,725）
1,908,059

（1,908,059）
1,837,034

（1,837,034）

５　職員給与の状況（17 年度決算） （単位 ： 千円、 ％）

人件費の
状況

支出額 （A） 人件費 （B）
人件費率

（B/A）

293,844 37,331 12.7

職員給与
費の状況

職員数（A） 給料 手当 計（B）
1 人当り給
与費（A/B）

5 人 18,627 9,748 28,375 5,675

６　公共料金等の状況（17年度家庭用:１カ月当り） （単位：円、税含み）

基本料金
口径 13mm 口径 20mm

従量料金
1 m3～ 50 m3 51 m3

840 1,050 157.5 189

第３次行財政改革

公営企業及び第三セクターの情報公開を行います

公営企業
　本町の地方公営企業の事業数は、地方公営企業法非適用も含め７事業ありますが、特に、
水道事業、病院事業などの公営企業及びこれに準ずる事業としての下水道事業について財務
・給与等の情報を公開します。

水　道　事　業

　上水道事業については、概ね老朽管更新工事が終了しま
したが、生活様式の変化や人口減少等の影響から水道水の
需要が減少していることから今後とも安定給水の確保と経
営の安定化に取り組みます。

７経営改革の推進状況

取組み内容 17 年度までの実績

民間委託の導入 処理場の運転管理 ・ 保守点検， マンホー
ルポンプ施設管理業務委託、 使用料徴収
事務

組織･体制の見直し 建設課と上下水道課を統合、 下水道管理
係 ・ 下水道工務係を下水道係に統合

収益増加の取組み 水洗化率の向上、 下水道普及相談員を設
置し、 未加入世帯への戸別訪問、 加入促
進

経費節減等の効果額 制度改正に伴う削減　531 千円
未収金の徴収　2,113 千円

【用語解説】

＊１　累積欠損金…各事業年度の営業活動の結果生じた欠

損金が、多年度にわたって累積したもの。貸借対照表上の

利益剰余金のマイナスとして表示されます。

＊２　総収入…売上高 +営業外収益＋特別利益

＊３　出資金…地方公営企業法第18条に基づき、地方公共

団体の一般会計等から公営企業の特別会計に出資されたも

ので、公営企業の自己資本金となります。

＊４　補助金…一般会計等から公営企業の特別会計へ各種

行政上の目的をもって交付される金銭的給付

＊５　負担金…一定の事業等について公営企業を含む特別

の利益関係を有する者がその受益に応じて負担する金銭的

給付、または財政政策上その経費の負担割合が定められて

いる際に負担する金銭的給付

＊6　繰出し金･･･地方公営企業法第17条の２、第17条の３

に基づき、一般会計等から公営企業の特別会計へ繰出した

金銭的給付。なお、「基準内繰出」とは、総務省通知に基づ

く繰出し額をいい、「基準外繰出」とは、その通知に基づか

ない繰出し金をいいます。

７経営改革の推進状況

取組み内容 17 年度までの実績

民間委託の導入 浄水場の運転管理、 定期メーター検針、 料金
調停業務、 配水管漏水等の修理業務、 水質
検査業務

組織･体制の見直し 建設課と上下水道課を統合、 水道業務係 ・ 給
水係･水道施設係を水道係に統合

経費節減等の効果額 職員１名減、 期末手当 0.34 月の削減
････ 10,753 千円
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病　院　事　業

　病院事業については、16年度に県内市町村に先駆けて地
方公営企業法の全部適用に移行し、効率的な経営、医療水
準の向上、患者サービスの充実を図ってきました。しかし、
地方病院の医師確保が非常に厳しい状況にあり、産科につ
いて断念を余儀なくされました。病院建設から８年が経過
し、医療機器、医療情報システム更新の時期を迎えていま
すが、今後とも戦略的かつ効率的な経営に取り組んでいき
ます。

１　事業の概要

診療
科目

内科･外科 ・ 整
形外科 ・ 婦人
科 ・ 皮膚科

組織
概要

　　　　　　　　　―診療部
事業管理者―院長――看護部
　　　　　　　　　―事務局

病床数 ７０床

２　業務状況 （単位 ： 人、 ％）

入院 外来 計

16 年度 17 年度 16 年度 17 年度 16 年度 17 年度

患者数 21,188 21,137 63,599 61,824 84,787 82,961

病床利
用率

82.9 82.7

３　財務状況

◇貸借対照表 （単位 ： 千円）

項　目 15 年度 16 年度 17 年度

総資産 3,272,675 3,331,292 3,239,945

負債 56,133 119,319 47,077

資本 3,216,542 3,211,973 3,192,868

累積欠損金 （＊ 1） 150,994 116,493 98,046

◇損益計算書 （単位 ： 千円）

項　目 15 年度 16 年度 17 年度

総収入 （＊ 2） 1,248,920 1,194,168 1,161,189

経常損益 34,321 34,502 18,446

当期損益 34,321 34,502 18,446

減価償却前当期損益 140,272 104,149 100,962

４　一般会計等の関与 （単位 ： 千円）

内　訳 15 年度 16 年度 17 年度 備　考

出資金 （＊ 3） 0 5,000 5,000 建設改良元金

補助金 （＊ 4） 18,354 22,000 5,600
研究研修費、 共
済組合追加費用

負担金 （＊ 5） 171,646 163,000 169,400
経営基盤強化、
救急医療確保

繰出し金 （＊ 6） 0 0 0

うち基準内繰出 0 0 0

うち基準外繰出 0 0 0

合　計 190,000 190,000 180,000

５　企業債等の残高 （単位 ： 千円）

区　分 15 年度 16 年度 17 年度

企業債 （うち公的資金） 1,747,168
（1,747,168）

1,733,888
（1,733,888）

1,671,014
（1,671,014）

６　職員給与の状況 （17 年度決算） （単位 ： 千円、 ％）

人件費の
状況

支出額 （A） 人件費 （B）
人件費率

（B/A）

1,142,743 651,503 57.0

職員給与
費の状況

職員数（A） 給料 手当 計（B）
1人当り給与
費（A/B）

61 人 263,245 201,753 464,998 7,623

７経営改革の推進状況

取組み内容 17 年度までの実績

民間委託の
導入

医療事務、 警備･清掃業務、 機器保守点検業務、 給食調
理業務

収益増加の
取組み

嘱託徴収員の配置、 人間ドック事業の充実

組織･体制の
見直し

公営企業法全部適用に移行 （16 年 7 月から）、 在宅支援
室新設による医療と看護の連携強化

その他 医療情報システム （電子カルテ･医事会計等） の整備～ 18
年度まで

経費節減等
の効果額

職員１名減、 期末手当 0.34 月の削減
････ 12,933 千円

公共下水道事業

　下水道事業については、20年度で「全町下水道整備構想
中期計画」に基づく計画区域の管路整備が完了する予定で
すが、区域拡大による流入水量の増加など新たな施設整備
の課題があり、今後、下水道事業の健全経営の確保の点か
ら下水道計画の見直しや水洗化率の向上に取り組みます。

１　事業の概要

16 年度 17 年度 比較

水洗化人口 6,876 人 7,081 人 205 人

水洗化率 77.1% 77.4% 0.3%

整備率 82.1% 85.1% 3.0%

２　経営状況 （単位 ： 千円）

項　目 15 年度 16 年度 17 年度

収　　入 （A） 1,008,031 900,510 899,996

うち下水道使用料 119,790 128,037 131,432

うち国庫補助金 131,250 130,000 114,000

うち地方債 265,900 121,700 162,600

うち一般会計繰入金 444,535 435,765 434,345

支　　出 （B） 992,767 886,263 885,995

うち事業費 302,400 313,372 292,557

うち元利償還金 605,656 488,319 511,734

収支差引（A）―（B） 15,264 14,247 14,001

３　一般会計等の関与 （単位 ： 千円）

内　訳 15 年度 16 年度 17 年度 備　考

出資金 0 0 0

補助金 0 0 0

負担金 0 0 0

繰出し金 （＊ 6） 444,535 435,765 434,345

うち基準内繰出 225,395 211,709 193,532

うち基準外繰出 219,140 224,056 240,813

合　計 444,535 435,765 434,345

４　企業債等の残高 （単位 ： 千円）

区　分 15 年度 16 年度 17 年度

企業債 （うち公的資金）
4,804,832

（4,804,832）
4,624,895

（4,624,895）
4,442,654

（4,442,654）

５　職員給与の状況（17 年度決算） （単位 ： 千円、 ％）

人件費の
状況

支出額 （A） 人件費 （B）
人件費率

（B/A）

885,995 29,368 3.3

職員給与
費の状況

職員数（A） 給料 手当 計（B）
1人当り給
与費（A/B）

4 人 15,180 7,119 22,299 5,575

６　公共料金等の状況 （17 年度家庭用 ： １ヶ月当り） （税含み）

基本料金
基本排除汚水量 10 m3

従量料金
10 m3～

1,680 円 168 円／m3
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第三セクター
　本町の第三セクターは、町の施策と密接に連携
しながら、地域づくりや公共施設の管理など公共
サービスの提供主体として重要な役割を担ってき
ました。しかし、社会経済状況の変化に伴い、大
変厳しい経営状況となっている第三セクターもあ
ることから、その役割を再確認し、町の関与のあ
り方、経営形態の見直しなど検討を行うとともに、
町民の皆さまに積極的に経営状況等の情報を公開
していきます。本町の第三セクターは、財団法人
｢白鷹町アルカディア財団」、白鷹町土地開発公社、
有限会社「ケイエスしらたか」となっています。

１　第三セクターの概要

設立年度 昭和 62 年

住　　　所 白鷹町大字十王 5687 番地 8

事業内容
パレス松風、勤労者総合福祉センター、情報センター、
町営バス、 ふるさと森林公園の管理運営

基本財産 1 億円
うち町の出
捐金　9500
万円 （95％）

主な出捐者 （JA 山形おき
たま、森林組合、町商工会）

２　財務状況

◇貸借対照表 （単位 ： 千円）

項　目 15 年度 16 年度 17 年度

総資産 184,441 184,206 179,379

負債 87,884 102,331 109,189

（うち借入金） （60,000） （73,000） （82,000）

資本 96,557 81,875 70,190

累積欠損金 3,443 18,125 29,810

◇損益計算書 （単位 ： 千円）

項　目 15 年度 16 年度 17 年度

総収入 469,324 419,324 391,496

（うち町からの補助
金 ・ 委託金）

（68,357） （53,557） （51,297）

経常損益 2,034 △ 14,683 △ 11,686 

当期損益 2,034 △ 14,683 △ 11,686 

減価償却前当期損益 7,566 △ 14,683 △ 11,686 

３　役職員の状況

項　目 役職員数 平均年齢
平均年収
（千円）

役員 （うち町から
の出向者・退職者）

15 人 （2 人） ― 74

職員 （うち町から
の出向者・退職者）

29 人 （0 人） 41 歳 3,028

財団法人「白鷹町アルカディア財団」

１　第三セクターの概要

設立年度 昭和 49 年

住　　　所 白鷹町大字荒砥甲 833 番地

事業内容 宅地造成、 公有地等取得

基本財産 500 万円 うち町の出資金　500 万円 （100％）

２　財務状況

◇貸借対照表 （単位 ： 千円）

項　目 15 年度 16 年度 17 年度

総資産 183,984 172,773 153,340

負債 157,893 147,888 29,903

（うち借入金） （25,000） （15,000） （0）

資本 26,091 24,885 123,437

累積欠損金 0 0 0

◇損益計算書 （単位 ： 千円）

項　目 15 年度 16 年度 17 年度

総収入 20,229 8,571 147,544

（うち町からの補助
金 ・ 委託金）

（3,000） （2,000） （2,000）

経常損益 221 △ 1,206 3,996

当期損益 221 △ 1,206 98,553

減価償却前当期損益 221 △ 1,206 98,553

３　役職員の状況

項　目 役職員数 平均年齢
平均年収
（千円）

役員 （うち町から
の出向者・退職者）

15 人 （6 人） ― 6

職員 （うち町から
の出向者・退職者）

2 人 （0 人） 59 歳 1,705

白鷹町土地開発公社

１　第三セクターの概要

設立年度 平成 16 年

住　　所 白鷹町大字荒砥甲 501 番地

事業内容 病院業務支援、 介護支援、 行政事務補助支援

基本財産 300 万円 うち町の出資金　300 万円 （100％）

２　財務状況

◇貸借対照表 （単位：千円）

項　目 16 年度 17 年度

総資産 4,496 6,184

負債 1,496 3,184

（うち借入金） （0） （0）

資本 3,000 3,000

累積欠損金 0 0

◇　損益計算書 （単位：千円）

項　目 16 年度 17 年度

総収入 38,644 70,212

（うち町からの補助
金 ・ 委託金）

（36,828） （66,904）

経常損益 0 88

当期損益 0 0

減価償却前当期損益 0 0

３　役職員の状況

項　目 役職員数 平均年齢
平均年収
（千円）

役員 （うち町から
の出向者・退職者）

2 人 （2 人） ― 0

職員 （うち町から
の出向者・退職者）

23 人 （0 人） 36 歳 2,840

有限会社「ケイエスしらたか」

公営企業及び第三セクターの情報公開については、
白鷹町ホームページの「行財政改革」コーナーに詳
細を掲載していますのでご覧ください。
ホームページアドレス
　http://town.shirataka.yamagata.jp/

osirase/gyoukaku-top.htm

問い合わせ
政策改革課　行財政改革係

（☎85－6124）



　　 広報しらたか　2006.12.12●13

　

町
で
は
、
12
月
か
ら
翌
年
３
月

ま
で
除
雪
作
業
を
行
い
ま
す
。
今

年
度
も
円
滑
に
除
雪
を
行
う
た
め
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

�
障
害
物
�
除
去
�
目
印
�

　

道
路
上
に
樹
木
の
枝
な
ど
（
高

さ
４
㍍
以
下
の
も
の
）
が
出
て
い

る
と
除
雪
が
で
き
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
。
早
め
に
切
る
か
取
り
除

い
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
道
路
の

路
肩
や
側
溝
の
上
に
置
い
て
あ
る

は
せ
木

4

4

4

や
肥
料
・
石
な
ど
も
除
雪

の
妨
げ
に
な
っ
た
り
除
雪
車
で
壊

す
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
早
め
に
取

り
除
い
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
道
路
付
近
の
民
有
地
に

あ
る
ブ
ロ
ッ
ク
や
マ
ン
ホ
ー
ル
な

ど
も
除
雪
車
で
壊
す
恐
れ
が
あ
り

ま
す
の
で
、
除
雪
前
に
目
印
（
長

さ
３
㍍
以
上
の
棒
の
先
に
赤
い
布

な
ど
の
目
印
を
つ
け
る
）
を
立
て

て
く
だ
さ
い
。

�
道
路
�
雪
�
出
�
�
�
�

　

道
路
に
雪
を
出
す
と
交
通
の
妨

げ
に
な
り
、
交
通
事
故
の
原
因
に

な
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
屋
根
か

ら
道
路
に
雪
が
落
ち
る
場
合
、
危

険
で
す
か
ら
な
で
止
め

4

4

4

4

な
ど
で
防

止
し
、
屋
根
か
ら
落
と
し
た
雪
は

道
路
に
出
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

�
側
溝
�
雪
�
捨
�
�
�
�

　

除
雪
し
た
雪
を
側
溝
に
捨
て
て

も
水
温
が
低
い
た
め
、
雪
は
な
か

な
か
解
け
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、

捨
て
た
雪
が
側
溝
を
せ
き
止
め
、

あ
ふ
れ
た
水
が
道
路
に
流
れ
た
り
、

住
宅
の
床
上
ま
で
浸
水
し
た
例
が

あ
り
ま
す
。
側
溝
に
は
絶
対
に
雪

を
捨
て
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
流
雪
溝
と
し
て
整
備
し

た
側
溝
が
あ
る
場
合
は
、
少
し
除

雪
範
囲
を
広
げ
、
除
雪
車
が
残
し

た
雪
も
捨
て
て
く
だ
さ
る
よ
う
ご

協
力
お
願
い
し
ま
す
。

�
道
路
�
�
車
�
止
�
�
�
�

　

道
路
へ
の
駐
車
は
除
雪
作
業
に

支
障
を
来
た
し
、
交
通
事
故
の
原

因
に
も
な
り
ま
す
。
特
に
夜
間
は

絶
対
に
駐
車
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

�
雪
道
�
通
行
�
�
�
�

　

冬
道
は
天
候
と
同
様
、
そ
の
と

き
折
々
に
変
化
し
大
変
危
険
で
す
。

十
分
な
時
間
の
余
裕
と
安
全
運
転

・
通
行
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　

町
道
の
除
雪
実
施
基
準
は
、
道

路
上
の
新
雪
降
雪
10
㎝
で
す
。
拡

幅
除
雪
・
圧
雪
ザ
ケ
取
り
な
ど
は
、

そ
の
都
度
判
断
し
て
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
度
か
ら
除
雪
車
は

す
べ
て
１
人
乗
車
と
な
り
ま
す
。

今
ま
で
以
上
に
安
全
に
注
意
を
払

っ
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

建
設
水
道
課
技

術
係
（
☎
85

－

６
１
４
２
）

 

除
雪
�
�
協
力
�
�
�
�

快適な冬を過ごすために

�
積
雪
�
�
�
�
�
�
�
検
針
�

�

休
�
�
�

　

１
月
か
ら
４
月
ま
で
は
、
12
月

検
針
（
11
月
の
使
用
水
量
）
の
水

量
で
請
求
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
５

月
の
検
針
で
清
算
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
た
だ
し
、
冬
季
間
の
水

量
が
11
月
の
使
用
料
と
大
幅
に
異

な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
場
合
は
、

建
設
水
道
課
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

�
水
道
�
冬
季
間
�
管
理
�
�
�
�

　

気
温
が
マ
イ
ナ
ス
４
度
以
下
に

な
る
と
、
防
寒
の
不
完
全
な
水
道

管
は
凍
っ
た
り
、
破
裂
し
た
り
し

ま
す
。
毎
年
、
こ
の
凍
結
事
故
が

後
を
た
ち
ま
せ
ん
。
凍
結
に
よ
り

水
道
管
が
破
裂
し
ま
す
と
、
修
理

代
は
も
ち
ろ
ん
、
水
道
料
金
も
高

く
つ
き
ま
す
の
で
次
の
こ
と
に
注

意
し
ま
し
ょ
う
。

　

水
道
管
の
凍
結
防
止
す
る
に
は
、

寝
る
前
に
「
不
凍
止
水
栓
」
を
完

全
に
閉
め
き
り
、
蛇
口
を
開
き
水

抜
き
し
ま
し
ょ
う
。
半
閉
め
の
状

態
だ
と
水
が
漏
れ
続
け
る
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
完
全
に
閉
め
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
朝
使
用
す
る
場

合
は
完
全
に
開
け
て
く
だ
さ
い
。

（
半
閉
め
半
開
き
で
漏
水
す
る
ケ

ー
ス
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
の
で
要

注
意
。）

 

水
道
事
業
�
�
�
�
知
�
�

�
冬
季
間
使
用
�
�
�
施
設
�
閉

�

栓
手
続
�
�
�
�
�
�
�

　

冬
季
間
は
、
メ
ー
タ
ー
検
針
を

休
み
ま
す
の
で
、
漏
水
の
発
見
、

通
知
の
サ
ー
ビ
ス
が
で
き
ま
せ
ん
。

漏
水
事
故
の
発
見
が
遅
れ
多
額
な

水
道
料
金
が
請
求
さ
れ
る
こ
と
が

な
い
よ
う
に
、
冬
季
間
使
用
し
な

い
施
設
は
閉
栓
手
続
き
を
し
ま
し

ょ
う
。
閉
栓
、
開
栓
手
数
料
は
そ

れ
ぞ
れ
１
０
０
０
円
（
計
２
０
０

０
円
）
必
要
で
す
が
、
閉
栓
中
は

基
本
料
金
が
か
か
り
ま
せ
ん
。

�
水
道
管
�
破
裂
�
�
�

　

メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
内
の
バ
ル

ブ
を
閉
め
、
と
り
あ
え
ず
水
を
止

め
て
く
だ
さ
い
。
す
ぐ
に
給
水
指

定
工
事
業
者
に
連
絡
し
て
修
理
を

依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、

修
理
代
は
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

�
簡
単
�
漏
水
�
発
見
方
法

　

家
中
の
蛇
口
を
全
部
閉
め
て
か

ら
、
メ
ー
タ
ー
を
見
て
く
だ
さ
い
。

銀
色
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
マ
ー
ク
か
１

リ
ッ
ト
ル
針
が
動
い
て
い
た
ら
ど

こ
か
で
漏
水
し
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

建
設
水
道
課
水

道
係
（
☎
85

－

６
１
３
７
）

降雪と低温の被害対策には、

みなさん一人ひとりの力が必要です。



参加チーム

大募集！
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白鷹町商工会青年部・女性部設立40周年記念事業

２月３日（土）・スポーツ公園

☆第９回雪中サッカー子供大会

（会場　スポーツ公園野球場）

○チーム編成　１チーム６人～ 10人
○試合方法　
　４チーム４組による予選リーグ戦を行い、その
　後上位４チームにより決勝トーナメントを行
　います。選手交代は自由です。
○参加資格
　小学４年生から６年生までの元気な男の子・女
　の子
○募集チーム数　16チーム（先着）
○参加費　選手１人1500円
　　　　　（保険料・昼食代込み）

◎観戦ポイント
　土の上では考えられないボールの動きに選手た
ちは右往左往。雪原のフィールドに雪が舞いあが
り、歓声がこだまし、長靴が飛び交います。

☆スノーランタンコンテスト

（会場　スポーツ公園内）

　思い思いの形で素敵なスノーランタンをつくっ
てください。作成時間は午後１時から４時までを
予定しています。その後参加者全員で点火します。
①ファミリー部門
　作成フィールド : 約２ｍ×２ｍ
　ロウソク３本をお渡しします。
②グループ部門
　作成フィールド : 約間口５ｍ×３ｍ
　ロウソク５本をお渡しします。
○募集部門
　①ファミリー部門（１～４人）50チーム
　②グループ部門（５人以上）20チーム
○参加費
　①ファミリー部門１チーム　1000円
　②グループ部門１チーム　2000円
○特別賞あり・総額３万円相当！

　雪中サッカーは「白鷹町の気候風土を生かした積雪地帯ならではのことがしたい。」という気持ちか

ら生まれた競技です。この大会もおかげさまで９回目を数え、町内外から多くのかたに参加いただき、

白鷹町の冬の風景として定着しつつあります。今年は、さらに楽しくたくさんの皆さんに雪遊びをして

いただこうということで「スノーランタン」のイベン

トを同日に開催します。今年は「雪中スペシャル」と

題して、皆さんとともに笑顔あふれる特別な一日を過

ごしたいと考えます。

　ぜひ２月３日は、家族で、仲間でスポーツ公園にお

出かけください。

【「雪中スペシャル！」の応募・問い合わせ】
　白鷹町商工会　担当：梅津・秋葉
　☎85－0055 ／ FAX85－0056
　Ｅ -mail:k-umetu@shokokai-yamagata.or.jp
　雪中スペシャルＨＰ
　　http://www1.shirataka.or.jp/sira-sei/

申込期間　12月15日（金）～平成19年１月15日（月）

　午後５時まで　土日祝日は FAX のみ受け付けています。
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�
�
�
�
�
�
利
用
券
�
�
�
�

◆
シ
ー
ズ
ン
券

○
販
売
期
間

・
12
月
12
日
（
火
）〜
19
日
（
火
）

　

＝
教
育
委
員
会

・
12
月
20
日
（
水
）
か
ら
＝
ス
キ

　

ー
場
リ
フ
ト
管
理
棟
（
営
業
可

　

能
な
期
間
）
ま
た
は
教
育
委
員

　

会
（
降
雪
状
況
に
よ
っ
て
営
業

　

で
き
な
い
期
間
）

○
持
参
い
た
だ
く
も
の

　

下
記
の
料
金
、

　

顔
写
真（
縦
２
・
５
㌢
×
横
２
㌢
）

○
受
付
時
間

・
教
育
委
員
会　

午
前
８
時
30
分

　

〜
午
後
５
時
（
月
曜
日
午
後
７

　

時
、
月
曜
日
が
休
日
の
場
合
は

　

火
曜
日
午
後
７
時
。
年
末
年
始
、

　

土
・
日
・
祝
日
は
除
き
ま
す
。）

・
ス
キ
ー
場
リ
フ
ト
管
理
棟
（
下

　

記
ス
キ
ー
場
営
業
時
間
内
）

◆
学
校
の
授
業
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
の
活
動
に
、
シ
ー
ズ
ン
券
は
使

え
ま
せ
ん
。

◆
シ
ー
ズ
ン
券
は
、
ほ
か
の
人
に

貸
し
た
り
譲
っ
た
り
で
き
ま
せ
ん
。

◆
シ
ー
ズ
ン
券
は
、
ナ
イ
タ
ー
で

も
使
用
で
き
ま
す
。

◆
団
体
割
引
を
利
用
す
る
場
合
は
、

あ
ら
か
じ
め
教
育
委
員
会
の
許
可

を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

�
�
�
場
�
利
用
�
�
�
�

◆
ゲ
レ
ン
デ
や
駐
車
場
で
は
、
事

故
防
止
の
た
め
パ
ト
ロ
ー
ル
員
や

係
員
の
指
示
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。

け
が
や
事
故
の
と
き
は
、
パ
ト
ロ

ー
ル
員
や
係
員
に
連
絡
し
て
く
だ

さ
い
。

◆
道
路
は
ス
キ
ー
で
滑
ら
な
い
で

く
だ
さ
い
。

◆
ポ
ー
ル
を
利
用
す
る
と
き
は
、

リ
フ
ト
管
理
人
の
指
示
に
従
っ
て

く
だ
さ
い
。

◆
ナ
イ
タ
ー
ス
キ
ー
を
児
童
や
生

徒
が
利
用
す
る
と
き
は
、
保
護
者

ま
た
は
そ
れ
に
代
わ
る
人
が
同
伴

し
て
く
だ
さ
い
。

◆
ナ
イ
タ
ー
ス
キ
ー
で
は
、
原
則

と
し
て
ポ
ー
ル
や
コ
ー
ス
設
定
は

で
き
ま
せ
ん
。

◆
ご
み
は
お
持
ち
帰
り
く
だ
さ
い
。

毎月第３日曜日は、　
小学生までリフトが
無料になります。　

問い合わせ

教育委員会生涯学習・スポーツ推進係（☎85－6147）

白鷹スキーセンター（☎87－2456）

白鷹町営スキー場リフト管理棟（☎87－2215）

リフト券 料　金

１回券 150円

回数券
大人（11回券） 1,500円

小人（11回券） 1,000円

１日券
大　人 2,200円

小　人 1,500円

ナイター券
大　人 1,200円

小　人 800円

シーズン券

小学生以下 10,000円

中学生 13,000円

高校生・大人 20,000円

注）小人は、小学生以下です。
　　１回券、回数券及び１日券はナイター使用でき
　　ません。
　　シーズン券はナイター使用を含みます。
　　リフトに乗車するすべてのお客様よりリフト料
　　金をいただきます。
　　（幼児・高齢者についても同様です）

営　業　時　間

12月20日（水）～３月21日（水）

・午前９時～午後４時30分（土・日・祝日　午後５時）

・午後５時30分（土・日・祝日　午後５時）～午後９時（ナイター）

（期間及び営業時間は、積雪状況により変わることがあります。

　土・日・祝日の日中→ナイターの切り替え時に10～15分程度

　リフトを停止しますので、ご了承ください。）

白
鷹
町
営
�
�
�
場
�
�
案
内

　

毎
月
第
３
日
曜
日
は
、
小
学
６

年
生
ま
で
リ
フ
ト
が
無
料
に
な
り

ま
す
。
こ
れ
は
、
子
ど
も
た
ち
の

ス
キ
ー
技
術
の
向
上
と
誘
客
の
た

め
に
実
施
す
る
も
の
で
す
。

　

ス
キ
ー
場
の
リ
フ
ト
乗
り
場
で

「
ス
キ
ー
子
ど
も
の
日
無
料
パ
ス
」

を
発
行
し
ま
す
の
で
、
こ
れ
を
付

け
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

こ
の
冬
も
白
鷹
町
営
ス
キ
�
場
が

お
も
し
ろ
い
！
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　11月11日、鮎貝地区公民館で、環境フォ
ーラムが開かれました。環境にやさしいエ
ネルギーの地域での生産・利用について探
るため、環境先進国の事例をもとに講演や
ディスカッションを実施。未来の環境を担
う若人代表として、荒高３年の金田智香さ
ん、岡田麻紀さん、樋口広大くんの寸劇に
よる環境提言、蚕桑小６年の丸川大記くん、
村上遥さんの体験発表も行われ、豊かな資
源のきれいな活用について学びました。

�
�
�
�
�
�
�
!!
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

環
境
�
�
�
�
�
in
�
�
�
�

　11月４日、松坂世紀財団主催の「福田直
樹ピアノコンサート」が行われました。来
年度から鷹山小学校へ統合することとなっ
た中山小学校での開催です。児童や同小学
校にゆかりの皆さんが多数参加しました。
福田さんは、童謡からクラシックまで、な
じみの曲を演奏されました。中山小学校校
歌を行進曲・ジャズ風など、いろんな曲調
にアレンジして、最後は参加者全員で合唱
し、和やかな雰囲気に包まれました。

思
�
出
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
中
山
小
学
校
!!

福
田
直
樹
�
�
�
�
�
�
�
�

　11月19日、健康福祉センターで、健康ま
つりが開かれました。健康づくり推進員が
中心となり、今年は荒砥高校ボランティア
の皆さんに協力いただきながら運営。「食と
運動」をテーマに、禁煙マップ展示やげん
き弁当コンクール、痛いのつらいの飛んで
け教室、史跡めぐりウオーキングが行われ
ました。親子ふれあい３Ｂ体操はボールな
どを使った運動で、音楽に合わせた動きに、
子どもたちが笑顔で飛び跳ねていました。

健
康
�
食
�
物
�
運
動
�
�

元
気
�
�
�
�
健
康
�
�
�

　11月25日、パワーセンターで、おすぎさ
んのお話を聞き、映画を鑑賞する白鷹学講
座が開かれました。話題の映画についての
楽しい裏話の後に、おすぎさんは「世界で
何が起こっているのか、過去に何があった
のかという事実を知ることが大事。映画は
自分の知らなかったことをスクリーンを通
して教えてくれます。」とおっしゃいました。
映画は、アメリカ同時多発テロを題材にし
た「セプテンバー11」が上映されました。

白
鷹
学
講
座

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
映
画
鑑
賞
会

薬
師
桜
保
存
会
�

優
良
社
会
教
育
団
体
表
彰

　

こ
の
た
び
、
蚕
桑
地
区
の
薬
師

桜
保
存
会
（
会
長　

板
垣
長
榮
さ

ん
）
が
、
優
良
社
会
教
育
団
体
と

し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
置
賜
社
会
教
育
振
興

会
が
地
域
振
興
に
功
績
の
あ
る
団

体
・
個
人
を
表
彰
す
る
も
の
で
す
。

　

同
保
存
会
は
、
地
元
の
か
た
が

た
が
中
心
と
な
り
、
県
指
定
天
然

記
念
物
の
薬
師
桜
を
後
世
に
残
す

た
め
、
清
掃
、
除
草
、
消
毒
、
木

道
補
修
な
ど
の
保
護
・
維
持
事
業

を
年
間
を
通
し
て
行
い
、
春
の
桜

ま
つ
り
で
は
実
行
委
員
会
の
構
成

団
体
と
な
り
、
地
域
づ
く
り
に
も

寄
与
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
功
績
に
よ
り
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。
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�

寅
男
�
�
�
荒
砥
�
�

瑞
宝
双
光
章
�
受
章

県
女
子
駅
伝

白
鷹
出
身
選
手
健
闘
�

　

11
月
19
日
、
第
23
回
県
女
子
駅

伝
競
走
大
会
が
、
上
山
市
本
庄
地

区
公
民
館
か
ら
山
形
市
の
山
形
メ

デ
ィ
ア
タ
ワ
ー
ま
で
５
区
間
20
・

６
㎞
の
コ
ー
ス
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
長
井
・
西
置
賜
チ
ー
ム
は
総

合
第
４
位
の
成
績
で
見
事
入
賞
し

ま
し
た
。

　

白
鷹
町
か
ら
は
、
村
上
奈
央
選

手
（
第
１
区
・
上
山
明
新
館
高
３

年
）、高
橋
あ
か
ね
選
手
（
第
４
区

・
東
中
１
年
）、高
橋
恵
選
手
（
第

５
区
・
東
京
農
大
２
年
）
が
出
場

し
、
チ
ー
ム
４
位
入
賞
の
原
動
力

と
な
り
ま
し
た
。

　

白
鷹
町
出
身
選
手
の
健
闘
を
称

え
る
と
と
も
に
、
選
手
本
人
の
努

力
は
も
と
よ
り
、
選
手
の
育
成
に

対
す
る
関
係
者
の
皆
さ
ま
の
ご
尽

力
、
ご
家
族
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
、

ご
協
力
に
深
く
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

第
48
回
西
置
賜
地
区
縦
断
駅

伝
競
走
大
会

11
月
５
日
（
日
）

１
位　

長
井
市　

３
時
間
58
分
36
秒

２
位　

白
鷹
町　

４
時
間
05
分
15
秒

３
位　

小
国
町　

４
時
間
19
分
37
秒

　11月12日、やまがた観光まちづくり塾が
町内を中心に行われました。まちづくりに
活躍する人材育成を目的に県などが主催し
たものです。各地でまちづくりに取り組む
かたがたが参加し、伝統の白鷹紬を守る小
松織物工房や旧校舎を活用した地域づくり
の拠点・滝野交流館を視察。薬師桜では、
さくら専門委員の金田聖夫さんから古典桜
保存の苦悩と成果について話を聞きました。
その後、ディスカッションが行われました。

地
域
�
魅
力
�
�
�
�
�
�
�
学
�
�
�
�
�

�
�
�
�
観
光
�
�
�
�
�
塾
in
置
賜

　
　

さ
ん
は
、
町
立
病
院
の
臨
床

検
査
技
師
と
し
て
40
年
の
長
き
に

わ
た
り
、
職
務
に
献
身
的
に
取
り

組
ま
れ
、
町
民
の
生
命
の
維
持
、

医
療
水
準
の
向
上
に
寄
与
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
山
形
県
臨
床
衛
生

検
査
技
師
会
の
会
長
な
ど
を
努
め

ら
れ
、
会
の
発
展
と
後
進
の
育
成

に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

地
域
に
お
い
て
は
町
内
長
や
区
長

な
ど
を
歴
任
さ
れ
、
地
域
の
活
性

化
と
環
境
美
化
づ
く
り
に
貢
献
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
功
績
に
よ
り
、
こ

の
た
び
の
受
章
と
な
り
ま
し
た
。

蚕
桑
地
区
公
民
館
�
�
�
�
学

級
�
置
賜
地
区
自
作
視
聴
覚
教

材
�
�
�
�
�
特
選
�
受
賞

ツ
ツ
ガ
ム
シ
病
の
原
因
・
治
療
方

法
を
発
見
し
た
芳
賀
忠
徳
の
偉
業

の
物
語
を
豊
か
な
表
現
と
絵
に
よ

っ
て
ま
と
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

道
徳
教
材
と
し
て
の
高
い
教
材

性
が
あ
り
、
大
き
く
見
や
す
く
絵

展
開
も
良
い
こ
と
、
メ
リ
ハ
リ
の

あ
る
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
が
評
価

さ
れ
て
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
で
の
そ
の
ほ

か
の
町
内
団
体
の
受
賞
は
次
の
と

お
り
で
す
。

●
入
選

　

ハ
ー
モ
ニ
ー
フ
レ
ン
ズ
（
鮎
貝

地
区
公
民
館
）

　

紙
芝
居
「
ね
こ
お
ど
り
」

●
奨
励
賞

　

梅
津
美
智
代
（
荒
砥
）

　

紙
芝
居
「
む
じ
な
の
た
か
ら
」

☆
特
選
、
入
選
の
２
つ
の
作
品
は
、

特
に
優
秀
な
作
品
と
し
て
、
県
コ

ン
ク
ー
ル
へ
推
薦
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
18
年
秋
の
叙
勲
に
お
い
て
、

　

寅
男
さ
ん
（
荒
砥
）
が
地
域
医

療
の
功
労
者
と
し
て
、
瑞
宝
双
光

章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　

生
涯
学
習
の
中
で
、
地
域
の
自

然
、
歴
史
、
文
化
等
に
つ
い
て
の

き
め
細
か
い
学
習
に
対
応
す
る
に

は
、
市
販
教
材
の
み
で
な
く
、
地

元
発
の
自
作
教
材
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、

そ
の
発
掘
や
技
術
の
向
上
を
目
指

し
、
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る
コ
ン

ク
ー
ル
で
す
。

　

あ
じ
さ
い
学
級
は
、
蚕
桑
地
区

の
30
、
40
代
の
女
性
が
集
う
地
区

公
民
館
の
学
級
で
、
地
元
の
歴
史

を
広
く
伝
え
よ
う
と
紙
芝
居
づ
く

り
を
企
画
し
ま
し
た
。
テ
ー
マ
は

「
こ
ぐ
わ
の
名
医
村
人
を
救
っ
た

毛
ダ
ニ
医
者
」
で
、
江
戸
時
代
に
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総
務
大
臣
表
彰
及
�

山
形
県
統
計
協
会
長
表
彰

　

統
計
調
査
員
と
し
て
各
種
統
計

調
査
に
永
年
従
事
さ
れ
、
功
績
が

顕
著
な
か
た
が
た
が
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。

●
総
務
大
臣
表
彰

　

丸
川　

晃
一
さ
ん
（
横
田
尻
）

●
山
形
県
統
計
協
会
長
表
彰

　

木
村　

喜
代
さ
ん
（
荒
砥
）

●
山
形
県
統
計
協
会
長
感
謝
状

　
　

岡
部　

吉
次
さ
ん
（
山
口
）

　
　

後
藤　

吉
助
さ
ん
（
鮎
貝
）

　
　

荒
川　

和
雄
さ
ん
（
十
王
）

　
　

渋
谷
佐
次
郎
さ
ん
（
十
王
）

　
　

田
中　

五
郎
さ
ん
（
町
下
）

（
故
）平　
　
　

博
さ
ん
（
浅
立
）

竹
田
寛
治
�
�
�
荒
砥
�
�
県

教
育
功
労
者
表
彰
受
賞

　

竹
田
さ
ん
は
、
昭
和
46
年
か
ら

35
年
に
わ
た
り
、
小
学
校
に
お
け

る
体
育
科
教
育
の
方
向
付
け
や
学

校
教
育
と
社
会
教
育
の
連
携
推
進

な
ど
に
取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
町
校
長
会
副
会
長
、
同
会
長

を
努
め
ら
れ
、
確
固
た
る
教
育
信

念
の
も
と
、
山
形
県
の
教
育
振
興

に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
功
績
に
よ
り
、
こ
の
た
び

の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

長
岡
幸
夫
�
�
�
畔
藤
�
�
西

置
賜
地
区
納
税
貯
蓄
組
合
連
合

会
長
表
彰
受
賞

　

長
岡
さ
ん
は
、
元
東
部
３
町
内

納
税
組
合
長
と
し
て
、
永
年
に
わ

た
り
納
税
意
識
の
高
揚
に
尽
力
さ

れ
、
納
税
行
政
の
適
正
な
運
営
と

発
展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
功
績
に
よ
り
、
こ
の
た
び

の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

横
澤
米
次
�
�
�
鮎
貝
�
�
川

村
造
林
記
念
山
形
県
林
業
賞
�

受
賞

　

こ
の
賞
は
山
形
県
林
業
の
振
興

発
展
に
功
績
の
あ
っ
た
か
た
に
対

し
て
、
そ
の
功
績
を
た
た
え
、
山

形
県
知
事
が
表
彰
す
る
も
の
で
す
。

　

横
澤
さ
ん
は
、
昭
和
29
年
か
ら

平
成
15
年
ま
で
の
永
き
に
わ
た
り
、

森
林
組
合
の
事
業
に
携
わ
り
、
林

業
の
近
代
化
や
特
用
林
産
の
普
及

な
ど
に
取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。
ま

た
「
22
世
紀
の
森
づ
く
り
の
会
」

を
結
成
し
、
児
童
生
徒
や
地
域
住

民
と
の
協
働
に
よ
る
森
づ
く
り
を

展
開
し
、
地
域
緑
化
の
推
進
に
貢

献
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
功
績
に
よ
り
、
こ
の
た
び

の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

荒
川
幸
一
�
�
�
十
王
�
�
地

域
文
化
功
労
者
表
彰
受
賞

　

こ
の
賞
は
芸
術
文
化
の
振
興
、

文
化
財
の
保
護
に
尽
力
す
る
等
地

域
文
化
の
振
興
に
功
績
の
あ
っ
た

個
人
及
び
団
体
に
対
し
て
、
そ
の

功
績
を
た
た
え
文
部
科
学
大
臣
が

表
彰
す
る
も
の
で
す
。

　

荒
川
さ
ん
は
、
昭
和
44
年
か
ら

永
年
に
わ
た
り
町
文
化
財
保
護
審

議
会
委
員
を
務
め
、
同
会
長
や
史

談
会
長
な
ど
を
歴
任
し
、
著
書
・

論
文
も
多
数
で
後
継
者
の
育
成
な

ど
に
取
り
組
み
、
地
域
の
文
化
財

保
護
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
功
績
に
よ
り
、
こ
の
た
び

の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
受
賞
�
�
�
�
�
�
�
�
�
紹
介
�
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図
書
館
長
賞

図
書
館
長
賞

図
書
館
長
賞

図
書
館
長
賞

図
書
館
長
賞

教
育
長
賞

教
育
長
賞

生
涯
教
育
推

進
本
部
長
賞

特　

別　

賞

東　

中

荒
砥
小

中
山
小

荒
砥
小

鷹
山
小

西　

中

鮎
貝
小

東
根
小

学
校
名

３６５４１３４５
学
年

八
木　

美
波

小
出　

央
人

堀
川　
　

響

佐
藤　

千
陽

竹
田　

汐
里

長
谷
部　

栞

齋
藤　

良
美

髙
橋
英
一
郎

氏　
　

名

い
つ
か
�
き
�
と
�
大
空
へ

�
ラ
イ
ト
兄
弟
は
な
ぜ
飛

べ
た
の
か
�
を
読
ん
で

ポ
�
プ
コ
�
ン
の
ふ
し
ぎ

ダ
ニ
エ
ル
の
ゆ
め
�
わ
た

し
の
ゆ
め

う
れ
し
い
と
き
に
な
き
た

い
な

�
小
さ
な
命
か
ら
の
伝
言
�

を
読
ん
で

�
ち
い
ち
�
ん
の
か
げ
お

く
り
�
を
読
ん
で

�
紅
玉
�
を
読
ん
で

題　
　
　

名

第
38
回
白
鷹
町
読
書
感
想
文
�
�
�
�
�
入
選
者

入
選

◎
小
学
校

１
年
…
丸
川　

岬
太
（
蚕
桑
小
）

　
　
　

五
十
嵐
智
大
（
荒
砥
小
）

　
　
　

紺
野　
　

舞
（
東
根
小
）

２
年
…
長
谷
部　

慧
（
蚕
桑
小
）

　
　
　

笹
原　

清
美
（
荒
砥
小
）

　
　
　

佐
藤
紗
綾
香
（
鮎
貝
小
）

３
年
…
中
川　

真
希
（
蚕
桑
小
）

　
　
　

佐
藤　

晴
美
（
鮎
貝
小
）

　
　
　

大
宮　

友
希
（
荒
砥
小
）

４
年
…
横
山
有
理
紗
（
鷹
山
小
）

５
年
…
梅
津　

沙
耶
（
鷹
山
小
）

６
年
…
小
林　

静
花
（
蚕
桑
小
）

◎
中
学
校

１
年
…
平　
　

彩
花
（
東
中
）

２
年
…
川
部　

夏
実
（
東
中
）

　
　
　

岡
部　

花
帆
（
東
中
）

　
　
　

上
田　

夏
美
（
東
中
）

３
年
…
新
野　

可
絵
（
東
中
）

　
　
　

小
松
志
津
加
（
西
中
）

◎
荒
砥
高
等
学
校

１
年
…
菅
間　

優
希

２
年
…
蒲
生
香
奈
恵

◎
一
般
の
部

　

菅
野　

志
郎

結
果

学
校
名

学
年

氏　
　

名

題　
　
　
　

名

特
選

鮎
貝
小

１

江
見　
　

茜

か
わ
い
い
あ
か
ち
�
ん

特
選

東　

中

３

安
部　

奈
央
�
国
家
の
品
格
�
を
読
ん
で

入
選

荒
砥
小

３

迎
田　

茉
優
�
14
の
心
を
き
い
て
�を
読
ん
で

入
選

東
根
小

４

菅
間　

伶
史

ク
モ
の
ひ
み
つ
に
出
会
�
た
！

入
選

荒
砥
小

５

橋
本　

祥
帆

平
和
の
大
切
さ
を

入
選

中
山
小

５

安
部　

大
寛
�
ぼ
く
の
一
輪
車
は
雲
の
上
�
を

読
ん
で

西
置
賜
地
区
読
書
感
想
文
�
�
�
�
�
入
賞
者

中
学
生
�
�
税
�
�
�
�
�

作
文
�
�
�
�
�
�
入
賞
者

●
山
形
県
納
税
貯
蓄
組
合
連
合

会
長
賞

　

安
部
奈
津
美
（
東
中
３
年
）

　

『「
税
金
」
の
大
切
さ
』

●
長
井
税
務
署
長
賞

　

菅
間　

清
純
（
東
中
３
年
）

　

『
税
金
に
つ
い
て
』

●
西
置
賜
地
区
納
税
貯
蓄
組
合

連
合
会
長
賞

　

本
木　

沙
織
（
西
中
１
年
）

　

『
税
金
と
は･･･

。』

平
成
18
年
度

�
�
�
弁
当
�
�
�
�
�
入
賞
者

11
／
19
（
日
）
健
康
ま
つ
り

▼
部
門

・
親
子
で
作
る
お
弁
当
＝
保
育
園

　

児
の
部
、
小
学
生
の
部
、
中
学

　

生
の
部

・
自
分
で
作
る
お
弁
当
＝
高
校
生

　

の
部

▼
応
募
総
数　

24
点

●
最
優
秀
賞

　

渡
辺　

誠
（
荒
砥
高
３
年
）

　

「
野
菜
た
っ
ぷ
り
弁
当
」

・
栗
ご
は
ん
、
豚
肉
巻
き
、
野
菜

サ
ラ
ダ
、
マ
ッ
シ
ュ
ポ
テ
ト
、
レ

モ
ン
の
砂
糖
漬
、
ミ
ニ
ト
マ
ト

　

「
秋
の
お
弁
当
」

●
健
康
づ
く
り
推
進
員
会
長
賞

　

金
子
美
久
（
荒
砥
高
３
年
）

　

「
元
気
モ
リ
モ
リ
弁
当
」

●
地
産
地
消
推
進
協
議
会
長
賞

　

青
木
優
美
（
荒
砥
高
３
年
）

　

「
秋
の
運
動
会
弁
当
」

●
西
置
賜
地
区
栄
養
士
会
長
賞

　

菅
間
結
衣
・
昌
子

　
　
　
　
　

 

（
東
根
小
５
年
）

　

「
秋
い
っ
ぱ
い
弁
当
」

　

▲最優秀賞を受賞した
　「野菜たっぷり弁当」

●
優
秀
賞

　

松
野
ひ
か
り
・
殊
音
・
み
き

（
よ
つ
ば
保
育
園
）

　

「
い
つ
も
の
弁
当
」

　

安
達
麻
美
（
荒
砥
高
３
年
）

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
発
表
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平
成
18
年
度
須
藤
恒
雄
生
涯

教
育
推
進
基
金
表
彰
受
賞
者

（
社
会
教
育
振
興
大
会
で
表
彰
式
）

●
文
化
賞

・
丸
山　

正
志
さ
ん
（
荒
砥
）

　

文
化
財
保
護
審
議
会
委
員
22
年

・
田
中　

伸
一
さ
ん
（
東
根
）

　

体
育
指
導
委
員
12
年

・
加
藤　

秀
人
さ
ん
（
荒
砥
）

　

体
育
指
導
委
員
12
年

●
自
治
功
労
賞

・
萩
野
子
獅
子
育
成
保
存
会
（
代

　

表
者　

川
部
俊
則
さ
ん
）

・
小
林
信
太
郎
さ
ん
（
十
王
）

　

地
区
公
民
館
長
４
年
、
地
区
公

　

民
館
運
営
審
議
会
委
員
４
年
、

　

分
館
長
２
年

・
小
関　

俊
英
さ
ん
（
鷹
山
）

　

地
区
公
民
館
運
営
委
員
（
地
区

　

公
民
館
運
営
審
議
会
委
員
含
む
）

　

６
年
、
分
館
書
記
６
年

・
原
田　

陽
一
さ
ん
（
十
王
）

　

分
館
長
４
年
間
、分
館
書
記
８
年

・
中
川　

要
一
さ
ん
（
蚕
桑
）

　

地
区
公
民
館
運
営
委
員
（
運
営

　

審
議
会
委
員
含
む
）
10
年

・
鈴
木　

恵
子
さ
ん
（
蚕
桑
）

　

地
区
公
民
館
運
営
委
員
（
運
営

　

審
議
会
委
員
含
む
）
10
年

・
田
畝　

勝
良
さ
ん
（
蚕
桑
）

　

地
区
体
育
振
興
会
会
長
２
年
、

　

副
会
長
４
年
、
事
務
局
長
10
年

環
境
�
�
�
�

使
用
済
天
ぷ
ら
油
回
収
の

お
願
い

　

ご
家
庭
で
使
用
し
た
天
ぷ
ら
油

（
廃
食
油
）
を
捨
て
ず
に
Ｂ
Ｄ
Ｆ

（
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料
）
と

し
て
精
製
し
、
デ
ィ
ー
ゼ
ル
エ
ン

ジ
ン
に
再
使
用
し
て
い
く
た
め
の

廃
食
油
の
回
収
を
実
施
し
ま
す
。

　

油
の
リ
サ
イ
ク
ル
に
よ
る
ご
み

の
減
量
と
、
石
油
な
ど
の
化
石
燃

料
（
＊
１
）
に
代
わ
る
環
境
に
や

さ
し
い
燃
料
を
精
製
し
利
用
す
る

シ
ス
テ
ム
づ
く
り
に
向
け
て
、
試

験
的
に
実
施
す
る
も
の
で
す
。

　

今
回
は
、
蚕
桑
、
鮎
貝
、
荒
砥

の
３
地
区
で
回
収
し
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

＊
１　

燃
焼
に
よ
り
発
生
し
た
ガ

ス
が
地
球
温
暖
化
の
要
因
と
な
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

回
収
方
法　

　

使
用
済
の
天
ぷ
ら
油
を
キ
ッ
チ

ン
ペ
ー
パ
ー
な
ど
で
濾
し
て
か
ら
、

油
の
容
器
等
に
入
れ
て
指
定
場
所

へ
お
持
ち
い
た
だ
き
、
設
置
し
て

あ
る
廃
食
油
回
収
用
ポ
リ
タ
ン
ク

に
流
し
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

　

回
収
指
定
場
所

　

蚕
桑
地
区
公
民
館

　

鮎
貝
地
区
公
民
館

　

荒
砥
地
区
公
民
館

　

回
収
期
間　

　

12
月
か
ら
平
成
19
年
３
月
末
ま

　

で
の
３
カ
月
間

Ｂ
Ｄ
Ｆ
（
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃

料
）
っ
て
？

�

今
�
全
世
界
�
地
球
温
暖
化
�

要
因
�
�
�
�
二
酸
化
炭
素
�
�

�
�
�
�
削
減
�
叫
�
�
�
日
本

�
�
�
�
�
�
天
�
�
油
�
燃
料

�
��
化
石
�
�
�
�
�
�
�
菜
�

花
�
原
料
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
転
換
�
�
�
�
�
�
�
試

�
�
広
�
�
�
�
�
�
�

�

�
�
�
�
�
植
物
系
燃
料
�
�

�
�
�
�
地
球
温
暖
化
防
止
協
定

上
�
�
�
�
排
出
量
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

�

市
販
�
�
�
�
�
�
車
�
使
用

�
�
�
�
�

■
問
い
合
わ
せ　

町
民
税
務
課　

く
ら
し
・
環
境
推
進
係
（
☎
85

－

６
１
３
１
）

社
会
教
育
振
興
大
会

　

11
月
17
日
、
18
日
、「〝
文
化
力
〞

で
地
域
の
活
性
化

－

感
動
を
共
有

し
て
い
く
地
域
づ
く
り

－

」
を
テ

ー
マ
に
、
白
鷹
町
社
会
教
育
振
興

大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
感
動
を

共
有
す
る
と
い
う
体
験
を
通
じ
、

わ
か
り
合
い
、
か
か
わ
り
合
い
、

そ
し
て
新
し
い
文
化
を
と
も
に
つ

く
り
あ
げ
、
地
域
を
活
性
化
す
る

こ
と
を
目
指
し
活
動
す
る
皆
さ
ん

の
発
表
の
場
で
す
。

　

17
日
に
は
、
中
奥
良
則
さ
ん
よ

り
同
テ
ー
マ
に
よ
り
講
演
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
中
奥
さ
ん
は
「
古

典
桜
を
守
っ
て
き
た
こ
と
、
蚕
か

ら
紬
ま
で
の
完
結
す
る
養
蚕
産
業

な
ど
、
白
鷹
は
文
化
力
に
あ
ふ
れ

て
い
ま
す
。
そ
こ
に
何
を
つ
く
る

か
で
は
な
く
、
そ
の
場
所
で
文
化

の
魅
力
を
伝
え
、
響
か
せ
る
こ
と

が
大
事
で
す
。」と
話
さ
れ
ま
し
た
。 　

18
日
に
は
、

地
区
公
民
館

の
多
彩
な
活

動
が
展
示
発

表
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
ま

で
各
地
区
ご

と
の
文
化
祭

な
ど
は
行
わ
れ
き
た
も
の
の
、
全

地
区
公
民
館
が
一
堂
に
会
し
て
の

発
表
は
初
の
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
「
こ
ど
も
芸
術
祭
」
も
初

の
企
画
と
な
り
、
こ
れ
に
先
立
ち

文
化
功
労
者
の
表
彰
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
本
芸
術
祭
は
、
子
ど
も

た
ち
が
主
役
と
な
っ
た
ス
テ
ー
ジ

発
表
の
場
で
、
芸
術
文
化
の
活
動

の
充
実
・
拡
大
も
ね
ら
い
と
し
て

い
ま
す
。
出
演
し
た
５
団
体
の
子

ど
も
た
ち
は
、
日
ご
ろ
大
人
の
か

た
が
た
に
指
導
を
受
け
な
が
ら
身

に
つ
け
た
舞
や
ダ
ン
ス
を
真
剣
に

披
露
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
誰
に
で
も
な
じ
み
の

あ
る
歌
を
一
緒
に
歌
っ
た
「
小
松

伸
子
先
生
と

秋
を
歌
お
う
」

や
生
涯
学
習

体
験
・
歴
史

資
料
の
展
示

も
行
わ
れ
ま

し
た
。



 

健康教室に参加して

　　 広報しらたか　2006.12.12●21

“元気ニコニコしらたか21”を町民と行政が協働で推進しています！（元気ニコニコ推進会議）

元気ニコニコ

しらたか21

元気ニコニコ

しらたか21

ニコニコ掲示板
＜団塊の世代の皆さんへ＞
　皆さんはまもなく還暦
を迎えようとしています。
体も心も満60歳。大きな転
換期です。これからも元気
に暮らせるように、心と体
の健康教室に参加してみま
せんか。お問い合わせは元
気ニコニコ推進会議事務局
（健康推進係☎86－0210）
へご連絡ください。

健康のための生活習慣特集！

めざそう！
今月の？数字

〔みんなで進める健康な町づくり〕
　高齢者の健康な暮らしのためには、趣味と仕事とボランティアをうま
く生活に取り入れることが大切です。そのためには、健康な生活習慣を
身につけることが重要です。生活習慣のポイントは栄養・運動・こころ
の健康・たばこ・アルコール・歯の健康などです。さらに健康度をアッ
プするために、健康づくりのイベントや地域での活動にボランティアな
どで参加協力するなど、自分の力を社会に還元しましょう。

趣味や旅行、生涯学習など
自分の好きなことを楽しむ　　　75％

新しいことに挑戦したいと思う　50％

運動をしている　　　　　　　　60％

 
高齢者特別編

白鷹町健康増進計画

急がなくても人間の死
亡率は100％。気負わ
ず自然体で！人は人、
自分は自分。スローラ
イフでいきましょう！

＜元気な60代をすごすための健康教室＞

　元気に第二の人生をスタートするために、元気ニコニコ推進会議と荒砥
地区公民館が共催で健康教室を行っています。これまで開催された教室の
様子をご紹介します。

７/26（水）開講式
「ピンコロ人生泣き笑い
　～笑いは心のビタミン剤」

我妻　淳一さん

10/ １（日）楽しく運動
パークゴルフ体験
～アップダウンのあるコース
で楽しく運動～

８/31（木）体の健康
「生活習慣病について」
　白鷹町立病院
　院長　高橋一二三さん

メタボリックシンドローム（内臓脂肪症候群）

一つの大きな異常 いくつかの小さな異常

高血圧 高血圧・高血糖・高脂血等

一つひとつの異常
が小さくても、積
み重なると、大き
な大きな異常にな
ります。

肥　満

友人に勧められて参加しま

した。講師の先生のお話は

大変参考になりました。よ

い健康習慣を３日坊主でな

く、ずっと継続できるとい

いのですが･･･

たとえば･･･

めざそう週２回以上の
運動週間を！



介護ワンポイントアドバイス
地域包括支援センター TEL86-0112
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見
当
識
障
害

﹇
今
日
は
何
日
だ
い
？
﹈

●
ポ
イ
ン
ト　

同
じ
立
場
に
な
り
、

不
安
を
取
り
除
く

　

「
今
日
は
何
日
？
」
と
い
う
の

は
、
今
が
い
つ
な
の
か
、
こ
こ
が

ど
こ
な
の
か
が
わ
か
ら
な
く
て
不

安
だ
、
と
い
う
こ
と
の
裏
返
し
で

あ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た

め
何
回
で
も
繰
り
返
し
て
聞
く
の

で
す
。
そ
の
と
き
に
、
ど
う
で
も

い
い
受
け
答
え
を
す
る
と
、
本
人

に
悲
し
い
思
い
を
さ
せ
て
し
ま
い

ま
す
。
し
か
し
、
家
族
は
心
に

余
裕
が
無
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

そ
の
と
き
は
、
決
ま
っ
た
場
所
に

大
き
な
日
め
く
り
カ
レ
ン
ダ
ー
を

か
け
て
お
い
て
、
一
緒
に
確
認
し

「
今
日
は
何
日
だ
ね
」
と
一
緒
に

納
得
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

人
物
誤
認

﹇
あ
な
た
は
ど
な
た
で
す
か
？
﹈

●
ポ
イ
ン
ト　

否
定
を
し
な
い
で
、

ま
ず
受
け
入
れ
る

　

シ
ョ
ッ
ク
な
こ
と
で
す
が
、
こ

れ
は
新
し
い
記
憶
が
な
く
な
っ
て

し
ま
う
の
で
仕
方
が
あ
り
ま
せ
ん
。

同
じ
理
由
で
、
別
の
人
（
そ
の
人

の
両
親
や
兄
弟
、
友
人
な
ど
）
と

間
違
え
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

そ
の
と
き
は
「
何
で
わ
か
ら
な
い

の
」
と
強
く
否
定
し
な
い
で
、
そ

の
人
に
な
り
き
っ
た
ほ
う
が
よ
い

場
合
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
泥
棒

だ
と
か
恨
み
を
持
っ
て
い
る
人
と

誤
認
し
て
興
奮
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
と
き
も
言
い
争
わ
ず
、

一
回
姿
を
消
し
て
「
た
だ
い
ま
帰

り
ま
し
た
。
○
○
で
す
。」と
名
乗

っ
て
認
識
し
て
も
ら
う
と
い
う
工

夫
を
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

幻
覚
﹇
誰
か
が
狙
っ
て
い
る
﹈

●
ポ
イ
ン
ト　

説
得
よ
り
も
、
ま

ず
安
心
感
を
抱
か
せ
る

　

何
も
な
い
と
こ
ろ
を
指
さ
し
て

「
妖
怪
が
い
る
」「
泥
棒
が
狙
っ
て

い
る
」
と
い
っ
て
騒
ぐ
よ
う
な
と

き
は
、
本
人
は
本
当
に
怖
が
っ
て

い
る
の
で
「
何
も
い
な
い
よ
」
と

説
得
し
て
も
納
得
し
ま
せ
ん
。
そ

の
よ
う
な
と
き
は
「
わ
た
し
が
い

る
か
ら
大
丈
夫
」
と
か
「
一
緒
に

退
治
し
よ
う
」
と
い
っ
て
安
心
感

を
与
え
て
く
だ
さ
い
。
し
か
し
、

こ
の
よ
う
な
症
状
が
何
日
で
も
続

く
よ
う
だ
っ
た
ら
、
早
め
に
専
門

医
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

クリスマスツリー

子ども「せんせい、保育園っていっつ
　　　も古いものばっかりだね」

保育士「そうだね、どうしてかなあ」
子ども「お金ないがらだごで」
保育士「ふーん」
子ども「せんせいよ、ぼく紙（おもち

　　　ゃ）のおかね、いっぱいあるぜ」

保育士「Ａくんにもらって、大きいツ

　　　リーでも買おうかな」

子ども「いいごで」

あゆ
かい
保育
園

つぶ
やき

つぶ
やき

佳
作　

年
越
し
は
主
人
自
慢
の
手
打
ち
そ
ば　
　
　

綾　

瀬　

川
村
美
智
子

　

〃　

年
金
を
出
し
合
っ
て
行
く
夫
婦
旅　
　
　
　

滝　

野　

海
老
名
達
夫

　

〃　

年
輪
を
重
ね
た
証
あ
か
し　

曲
が
る
腰　
　
　
　
　

十　

王　

川
部　

隆
雄

　

〃　

年
齢
を
問
わ
ず
と
は
な
い
募
集
欄　
　
　
　

高　

岡　

安
部　

柳
子

　

〃　

年
輪
を
刻
ん
だ
祖
母
の
笑
い
皺じ
わ　

　
　
　
　

荒
砥
甲　

丸
山　

正
志

　

〃　

年
金
と
薬
に
長
寿
支
え
ら
れ　
　
　
　
　
　

浅　

立　

梅
津
た
つ
ゑ

　

〃　

忘
年
会
笑
い
こ
ろ
げ
る
隠
し
芸　
　
　
　
　

畔　

藤　

小
形　

よ
ね

　

〃　

善よ

し
悪あ

し
を
ほ
ど
よ
く
束
ね
年
重
ね　
　
　

さ
い
た
ま　

川
部　

ち
よ

　

〃　

無む

い位
無む

冠か
ん

清せ
い
ひ
ん貧
の
ま
ま
年
暮
れ
る　
　
　
　

鮎　

貝　

赤
間　

道
雄

　

〃　

今
年
ま
た
無
事
に
回
っ
た
暮
れ
の
独こ

ま楽　
　

山　

口　

渡
部
喜
美
子

　

〃　

盆
栽
も
年
を
と
る
ほ
ど
深
い
味　
　
　
　
　

荒
砥
乙　

大
滝　

栄
子

　

〃　

年
の
暮
れ
喪
中
の
ハ
ガ
キ
寒
く
着
く　
　
　

横
須
賀　

菊
地　

美
芳

秀
逸　

年
寄
り
の
買
い
物
籠か
ご

に
あ
る
孤
独　
　
　
　

横
須
賀　

大
滝
健
次
郎

　

〃　

ま
た
今
年
一
本
増
え
た
笑
い
皺　
　
　
　
　

高　

玉　

高
橋　

朝
子

　

〃　

年
輪
を
重
ね
回
顧
の
幾い
く

星せ
い
そ
う霜　

　
　
　
　
　

畔　

藤　

梅
津　

い
と

　

〃　

捨
て
切
れ
ぬ
煩ぼ
ん
の
う悩
抱
い
て
年
が
暮
れ　
　
　

高　

岡　

長
岡
み
ち
子

　

〃　

今
年
ま
た
竜
頭
蛇
尾
の
ま
ま
に
過
ぎ　
　
　

浅　

立　

高
橋　

と
み

　

〃　

晴
耕
雨
読　

定
年
を
期
の
Ｕ
タ
ー
ン　
　
　

十　

王　

志
鎌
は
る
ゑ

　

〃　

も
う
派
手
で
着
ら
れ
ぬ
服
も
取
っ
て
お
く　

十　

王　

鈴
木　

し
げ

　

〃　

年
寄
り
じ
ゃ
な
い
と
持
ち
上
げ
負
担
増　
　

鮎　

貝　

植
木　

英
夫

　

〃　

来
年
が
あ
っ
て
禁
煙
ま
た
伸
び
る　
　
　
　

鮎　

貝　

赤
間　

道
雄

　

〃　

年
月
が
癒い
や

し
て
く
れ
た
胸
の
傷　
　
　
　
　

鮎　

貝　

土
屋　

文
香

五
客　

新
年
の
誓
い
遠
の
く
十
二
月　
　
　
　
　
　

高　

玉　

片
山　

時
美

　

〃　

一
年
を
や
さ
し
く
包
む
小
風
呂
敷　
　
　
　

畔　

藤　

堀
内　

芳
夫

　

〃　

年
輪
の
数
だ
け
苦
楽
知
る
大
樹　
　
　
　
　

横
田
尻　

金
田　

れ
ん

　

〃　

老
年
の
孤
独
を
趣
味
に
支
え
ら
れ　
　
　
　

浅　

立　

小
形　

義
三

　

〃　

百
歳
が
語
る
い
の
ち
に
あ
る
重
み　
　
　
　

荒
砥
甲
五
十
公
野
か
お
る

人
位　

据
え
置
き
の
年
金
に
来
る
負
担
増　
　
　
　

荒
砥
甲　

井
澤
芙
佐
子

地
位　

行
き
暮
れ
て
灯
り
が
ほ
し
い
八や

そ

じ

十
路
坂　
　

荒
砥
乙　

土
谷　

灯
一

天
位　

菊
香
る　

来
年
の
夢
紡つ
む

ぐ
朝　
　
　
　
　
　

畔　

藤　

梅
津　

と
も

　

軸　

築
百
年　

家
訓
が
光
る
床
柱　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

白
兎

次
回
課
題　

「
北
」
十
二
月
末
日
ま
で　
　

「
後
」
一
月
末
日
ま
で

は
が
き
に
三
句　

届
先　

白
鷹
町
荒
砥
乙
四
九
四　

菊
地　

克
二
ま
で

�
町
報
川
柳
�　　

年　
　
　
　

高
橋　

白
兎　

選



　　 広報しらたか　2006.12.12●23

募　集

医
師
募
集
�
�
知
�
�

　

白
鷹
町
立
病
院
に
常
勤
で
勤
務

で
き
る
医
師（
内
科
、
整
形
外
科
）

を
緊
急
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

地
方
の
病
院
で
地
域
医
療
を
実

践
し
て
み
た
い
と
い
う
か
た
、
ま

た
は
白
鷹
町
出
身
の
医
師
で
地
元

に
戻
り
た
い
と
い
う
か
た
、
ぜ
ひ

白
鷹
町
立
病
院
で
働
い
て
み
ま
せ

ん
か
。
受
付
は
病
院
事
務
局
で
常

時
行
っ
て
い
ま
す
。

　

待
遇
等
の
詳
細
に
つ
き
ま
し
て

は
、
広
報
し
ら
た
か
11
月
22
日
号

で
も
紹
介
し
た
「
山
形
県
ド
ク
タ

ー
バ
ン
ク
」
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://drbank.pref.yam
agata.jp/

）

を
開
き
、「
医
療
機
関
の
求
人
情
報

を
検
索
す
る
」↓「
検
索
実
行
（
チ

ェ
ッ
ク
な
し
で
）」↓
「
白
鷹
町
立

病
院
の
求
人
番
号
（
青
色
）
を
ク

リ
ッ
ク
」
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

■
受
付
先
・
問
い
合
わ
せ　

白
鷹

町
立
病
院
事
務
局
（
☎
85

－

２
１

５
５
）

おしらせ

平
成
18
年
工
業
統
計
調
査
�
�

協
力
�
�
�
�

　

わ
が
国
の
製
造
業
の
実
態
を
把

握
す
る
た
め
に
、
毎
年
12
月
31
日

現
在
で
工
業
統
計
調
査
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

本
調
査
の
結
果
は
、
国
や
地
方

公
共
団
体
の
行
政
施
策
の
基
礎
資

料
、
企
業
や
大
学
の
研
究
資
料
等

と
し
て
広
く
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

対
象
と
な
る
事
業
所
に
は
調
査
員

が
訪
問
し
ま
す
の
で
、
調
査
へ
の

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
調
査
票
に
記
入
し
て
い

た
だ
い
た
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
、

統
計
法
に
基
づ
き
秘
密
が
厳
守
さ

れ
ま
す
。

▼
調
査
日　

平
成
18
年
12
月
31
日

現
在

▼
調
査
対
象　

主
と
し
て
製
造
業

を
営
む
事
業
所

▼
調
査
方
法　

調
査
員
調
査
（
調

査
員
が
調
査
票
を
配
付
し
、
回
収

し
ま
す
）

■
問
い
合
わ
せ　

役
場
総
務
課
情

報
企
画
係
（
☎
85

－

６
１
２
１
）

平
成
18
年
度�
�
�
�
海
外
�
�

�
�
�
��
�
協
力
�
�
�
�

　

日
本
赤
十
字
社
で
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ

と
の
共
催
で
国
際
援
助
を
目
的
と

し
た
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
海
外
た
す
け
あ
い
」

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
、
義
援

金
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

▼
受
付
期
間　

12
月
25
日
（
月
）

ま
で

▼
受
付
場
所　

日
赤
白
鷹
町
分
区

（
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

■
問
い
合
わ
せ　

事
務
局
／
健
康

福
祉
課
福
祉
係
（
☎
86

－

０
１
１

１
）

置
賜
広
域
行
政
事
務
組
合

指
名
競
争
入
札
参
加
登
録
申
請

�
受
付

　

本
組
合
の
指
名
競
争
入
札
等
に

参
加
を
希
望
さ
れ
る
か
た
は
、
次

の
と
お
り
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
入
札
を
行
う
業
務

①
建
設
工
事

②
設
計
測
量
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

　

有
効
期
間
は
平
成
19
・
20
年
度

で
す
。
希
望
す
る
す
べ
て
の
か
た

が
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

③
物
品
納
入
及
び
役
務
提
供

　

有
効
期
間
は
平
成
19
年
度
の
み

で
す
。
新
規
に
登
録
を
希
望
す
る

か
た
が
対
象
で
す
。
な
お
、
現
在

登
録
済
み
の
か
た
（
平
成
17
・
18

年
度
に
申
請
さ
れ
た
か
た
）
は
申

請
不
要
で
す
。

▼
受
付
期
間

①
②
は
平
成
19
年
２
月
１
日（
木
）

〜
20
日
（
火
）

③
は
平
成
19
年
１
月
15
日
（
月
）

〜
２
月
16
日
（
金
）

＊
い
ず
れ
も
郵
送
可
、
当
日
消
印

　

有
効

※
詳
細
及
び
申
請
書
類
等
は
、
本

組
合
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

w
w
w
.okikou.or.jp/

）
ま
た
は
広

域
広
報
お
き
た
ま
１
月
15
日
号
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
申
請
・
問
い
合
わ
せ　

置
賜
広

域
行
政
事
務
組
合
総
務
課
庶
務
係

（
☎
０
２
３
８

－

23

－

３
２
４
６
）

歩
行
型
除
雪
機
�
�
�
事
故
�

防
�
�

　

毎
年
、
冬
の
シ
ー
ズ
ン
に
な
る

と
除
雪
機
に
よ
る
事
故
が
多
発
し

て
い
ま
す
。
除
雪
機
を
使
う
と
き

は
、
次
の
点
に
注
意
し
て
操
作
し

ま
し
ょ
う
。

①
作
業
を
行
う
前
に
、
必
ず
取
扱

　

説
明
書
を
よ
く
読
ん
で
、
正
し

　

い
使
い
方
を
理
解
す
る
。

②
雪
詰
ま
り
を
取
り
除
く
と
き
や

　

回
転
部
に
近
づ
く
と
き
は
、
必

　

ず
エ
ン
ジ
ン
を
停
止
し
、
回
転

　

部
が
完
全
に
停
止
し
て
か
ら
安

　

全
に
作
業
を
行
う
。

③
発
進
時
は
、
転
倒
し
た
り
、
挟

　

ま
れ
た
り
し
な
い
よ
う
、
足
も

　

と
や
後
方
の
障
害
物
に
は
十
分

　

注
意
す
る
。

④
除
雪
作
業
中
は
、
雪
を
飛
ば
す

　

方
向
に
人
や
車
・
建
物
が
な
い

　

こ
と
を
確
認
し
、
除
雪
機
の
回

　

り
に
は
絶
対
に
人
を
近
づ
け
な

　

い
よ
う
に
す
る
。

■
問
い
合
わ
せ　

日
本
農
業
機
械

工
業
会
／
除
雪
機
安
全
協
議
会

（
☎
03

－

３
４
３
３

－

０
４
１
５
）
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広
報
し
ら
た
か
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
�

戸籍の窓にのせたくないかたは、届出のときに戸籍年金係にお申し出ください。

●11月1日 ▼11月30日

　 お く や み　　

 住所　　  氏　　　名  　年齢
大　瀬　五十公野あい子　88
畔　藤　髙　橋　富士雄　57
荒砥甲　大　滝　ちよう　85
広　野　鈴　木　つ　ね　83
十　王　守　谷　一　男　91
深　山　　　　　五　一　98
十　王　渋　谷　き　よ　92
箕和田　迎　田　き　よ　82
荒砥甲　　　田　米　二　72
鮎　貝　梅　津　美智子　63
広　野　新　野　正　　　83
畔　藤　佐　藤　　ゑ　　82
荒砥甲　大　橋　二　郎　89
箕和田　樋　口　忠　次　82
荒砥甲　髙　橋　庄　次　72
中　山　佐　　　九　平　84
畔　藤　髙　橋　吉兵衛　88
荒砥甲　嶋　貫　ち　よ　92
高　玉　長谷部　益　野　88
荒砥甲　布　施　　をゑ　91
高　玉　佐　藤　忠　雄　90
荒砥甲　鈴　木　光　子　77
畔　藤　大　木　一　男　64

こんにちは赤ちゃん

 住所 父母の名 子の名

中　山 竹田 茂　樹 佳
か

　菜
な

美喜子

箕和田 川井 雄　介 景
けい

　翔
と

のり子

荒砥甲 佐藤 正　宏 立
りつ

　樹
き

朝　美

荒砥乙 青木 正　幸 心
み

　捺
なつ

由　美

畔　藤 紺野 亜喜良 大
だい

　弥
や

育　美

鮎　貝 馬場 修 眞
ま ゆ こ

結子由希子

荒砥乙 小形 秀　樹 竜
たつ

　輝
き

弥　生

鮎　貝 佐藤 光　晴 三
み

　咲
さき

睦　美

ご結婚おめでとう

　　氏　　　名　　　  住所

（長谷部　克　広　　高　玉
佐　藤　奈　保　　川西町

（大　滝　博　之　　箕和田
遠　藤　美智子　　長井市

（髙　山　武　優　　荒砥乙
山　田　麻　美　　青森県

（鈴　木　光　晴　　長井市
佐　藤　睦　美　　鮎　貝

（竹　田　秀　一　　荒砥甲
佐　藤　つぐみ　　畔　藤

（金　田　将太郎　　広　野
菊　地　知　恵　　長井市

（佐　藤　　清　　　畔　藤
漆　山　由美子　　荒砥乙

（黒　田　直　樹　　山　口
渡　部　佳　子　　長井市

（紺　野　博　之　　萩　野
寒河江　　綾　　　川西町

（今　野　祐　樹　　河北町
大　滝　真　美　　萩　野
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像
�
�
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最
近
、
社
会
と
は
何
か
と
考
え
る
。

私
（
個
人
）、地
域
（
公
益
）、官
（
行

政
）、お
の
お
の
に
は
限
界
が
あ
る
。

個
人
は
ど
こ
ま
で
自
分
で
や
れ
る
の

か
。
他
人
や
地
域
は
ど
こ
ま
で
支
え
、

助
け
合
え
る
か
。
助
け
合
う
べ
き
中

身
は
何
か
。
官
の
責
任
と
か
か
わ
り

が
ど
こ
ま
で
可
能
か
。
お
互
い
の
役

割
と
バ
ラ
ン
ス
良
い
つ
な
が
り
を
高

め
て
い
く
こ
と
が
今
、
必
要
だ
。

　

平
成
18
年
も
あ
と
わ
ず
か
と
な
る

週
末
、
白
鷹
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

主
催
に
よ
る
芸
能
大
会
が
、
会
場
い

っ
ぱ
い
の
高
齢
者
の
参
加
の
も
と
催

さ
れ
た
。
完
全
な
手
づ
く
り
の
舞
台

と
会
場
が
一
つ
に
な
る
大
会
で
あ
る
。

年
輪
に
に
じ
み
出
る
や
さ
し
さ
、
今

の
時
代
に
迎
合
し
な
い
昭
和
の
歴
史

を
感
じ
さ
せ
る
出
し
物
、
観
客
の
立

場
に
あ
る
人
び
と
の
作
法
と
舞
台
に

立
っ
た
人
た
ち
へ
の
心
づ
か
い
。
よ

き
先
輩
、
日
本
人
だ
と
感
じ
さ
せ
ら

れ
る
。
一
緒
に
来
賓
と
し
て
出
席
し

て
い
る
か
た
が
わ
た
し
に
つ
ぶ
や
く
。

「
今
の
若
い
人
や
子
ど
も
た
ち
に
、

ぜ
ひ
一
緒
に
見
せ
た
い
。
文
化
交
流

セ
ン
タ
ー
が
完
成
し
た
ら
ホ
ー
ル
の

ド
ア
を
全
開
に
し
て
、
外
部
か
ら
も

多
く
の
町
民
が
鑑
賞
で
き
れ
ば
本
当

に
よ
い
。
季
節
を
替
え
て
も
よ
い
の

で
は
な
い
か
。」わ
た
し
も
全
く
同
感

で
あ
っ
た
。
ま
た
、
そ
の
日
の
午
後
、

米
沢
で
漢
方
染
き
も
の
工
房
を
開
設

し
て
い
る
会
社
の
40
周
年
の
集
い
に

わ
た
し
も
出
席
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

こ
の
会
社
社
長
の
Ｓ
さ
ん
は
、
白
鷹

出
身
で
65
歳
の
か
た
で
あ
る
。
全
国

各
地
か
ら
多
く
の
か
た
が
参
加
さ
れ

て
い
た
が
、
出
席
者
の
数
に
つ
い
て

は
、
限
ら
れ
た
時
間
な
の
で
全
員
の

か
た
が
た
と
話
が
で
き
る
よ
う
に
決

め
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
と
話
さ
れ
て

い
た
。
氏
の
他
人
に
対
す
る
気
持
ち

が
表
れ
て
い
る
。

　

今
、
高
齢
、
少
子
、
科
学
技
術
の

著
し
い
進
展
と
い
う
社
会
状
況
下
で
、

犯
罪
、
い
じ
め
、
自
殺
等
の
増
加
、

都
市
と
地
方
の
格
差
、
環
境
問
題
等
、

数
え
切
れ
な
い
課
題
が
日
本
中
に
累

積
し
て
い
る
。
安
心
社
会
は
、
人
の

命
の
尊
さ
は
、
人
の
生
き
方
は
、
一

部
か
も
し
れ
な
い
が
、
負
に
向
か
い

つ
つ
あ
る
の
を
い
か
に
立
て
直
す
か
。

　

人
は
生
ま
れ
て
、
未
熟
の
中
を
成

長
し
、
他
人
と
と
も
に
社
会
の
中
で

生
活
し
、
仕
事
し
、
人
に
は
見
え
な

い
知
恵
を
年
輪
の
中
で
集
積
し
、
し

か
し
体
力
の
限
界
の
中
で
死
に
至
る
。

す
べ
て
の
人
が
平
等
に
通
る
道
で
あ

る
。
そ
し
て
国
も
地
域
も
家
族
も
同

じ
一
つ
の
共
同
体
で
あ
る
。
そ
の
場

で
と
も
に
助
け
合
っ
て
生
き
る
と
い

う
認
識
を
持
つ
こ
と
が
、
共
同
体
を

構
成
す
る
人
び
と
の
基
本
で
あ
る
。

　

本
町
に
似
た
地
域
社
会
で
は
、
そ

の
地
域
を
最
も
長
時
間
人
生
の
場
と

し
て
い
る
の
は
、
高
齢
者
、
子
ど
も

た
ち
、
そ
し
て
地
域
内
で
常
時
活
動

し
て
い
る
人
び
と
で
あ
る
。
高
齢
者

と
子
ど
も
を
大
事
に
し
な
い
社
会
は
、

当
然
地
域
社
会
と
し
て
存
在
し
て
い

か
な
い
。
体
は
弱
っ
て
い
て
も
、
過

去
の
中
で
若
い
人
の
何
倍
も
知
恵
を

蓄
積
し
て
き
た
人
び
と
、
本
当
の
意

味
で
高
齢
者
を
頼
り
に
す
る
社
会
が

必
要
で
あ
る
。
高
齢
者
を
尊
敬
し
な

い
社
会
、
子
ど
も
を
大
事
に
し
な
い

社
会
は
貧
し
い
社
会
で
あ
る
と
い
う

こ
と
を
国
民
の
思
想
と
し
て
、
ま
た

生
ま
れ
た
と
き
か
ら
の
教
育
と
し
て

認
識
す
べ
き
で
あ
る
。

　

高
齢
者
や
子
ど
も
た
ち
、
そ
れ
ぞ

れ
の
人
生
、
時
間
を
尊
重
し
、
共
生

す
る
町
。
わ
が
町
こ
そ
、
本
当
の
意

味
で
の
助
け
合
う
社
会
を
実
現
で
き

る
地
域
で
あ
る
。
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